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序

東北横断自動車道秋田線は、秋田県の高速交通体系の根幹となる

ものです。すでに秋田市から横手市までの 57.4kmは、平成3年 7月

に開通し供用されており、現在は横手市から岩手県湯田町までの区

間15.8kmについての工事が、進められています。

しかし、本区間の路線上には、多くの遺跡の存在することが確認

されており、秋田県教育委員会では、平成 2年から工事に先立って、

遺跡の発掘調査を実施して、記録保存に努めております。

本報告書は、平成 3年度に調査しました山内村茂竹沢遺跡の調査

成果をまとめたものであります。

本書が、埋蔵文化財の保護に広く活用され、郷土の歴史や文化を

研究する資料として、多くの方々に御利用いただければ幸に存じま

す。

最後に、本調査の実施及び本書の刊行に際し、御協力を賜りまし

た日本道路公団仙台建設局、山内村、山内村教育委員会をはじめ、

関係各位に対し厚く御礼申し上げます。

平成 5年 3月25日

秋田県教育委員会

教育長 橋本顕信



例日

1 本書は、東北横断自動車道秋田線建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書の13冊目の報

告書である。

2 本書は、平成 3年度に調査された山内村に所在する茂竹沢遺跡の調査結果を収めたもので

ある D

3 調査内容については、すでにその一部が調査略報などによって公表されているが、本報告

書の内容がそれらに優先する。

4 出土陶磁器の鑑定は佐賀県立九州陶磁文化館大橋康二学芸課長にお願いした。また、和田

好史・仲野泰裕・藤沢良祐・服部郁の各氏より助言を得た。

5 第5章のうち放射性炭素年代測定は学習院大学年代測定室に、テフラ検出・材向定はパリ

ノ・サーヴェイ株式会社に委託した報告である。

6 本書に使用した地図は、国土地理院発行の1/25.000['横手.Jj IF黒沢」、日本道路公団仙

台建設局横手工事事務所提供の1/1000地形図である。

7 遺構土層図中の土色については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本

色彩研究所色票監修「新版 標準土色帖」によった。なお、挿図中の注記で「炭J は炭化物

の混入、 γ地J は地山粒子の混入を示す口

8 挿函中の遺物番号は、遺構内外の出土を間わず、通し番号を付しである口その際の番号は、

図版中の遺物番号と対応している。また遺物計測値の単位は、長さ・幅・厚さがcm、重さがg

である。

9 発掘調査は、調査区をA-Cの3区域に分けて行ったが、各区は付図1のとおりである。

10 遺構番号は、その種類ごとに略号を付し、検出)11買に通し番号を付したが後に検討の結果遺

構ではないと判断したものについては欠番とした。確認当初不明瞭な状態の遺構については

SXとして精査し、後に略記号を修正した遺構もある。なお、中世から近世の柱穴につい

ては、整理段階で新たにP1からの通し番号を付け直し、発掘調査時に柱穴に付した番号も

欠番とした。また、その柱穴による建物跡・柱穴列についても新しく 01からの番号を付した口

遺構に使用した略記号は以下のとおりである。

S1 竪穴住居跡 SK 土坑 SKp. P 柱穴 SB 建物跡 SA 柱穴列

SQ 組石遺構・石垣状遺構・集石遺構 SD 溝跡 SX 不明遺構

11 挿図に使用したスクリントーンは以下の通りである。

匡ヨ地山 匝習焼土塊
濃く煤の付着する部分Eヨ焼土遺物(磨り面)
薄く煤の付着する部分

一一 11-
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第 l節調査に至るまで

第 1章はじめに

第 1節調査に歪るまで

東北横断自動車道秋田線は、首都圏への時間短縮と県内の陸上交通体系の改善など、地域の

生産活動と住民生活に必要な情報や資源の交流を促進することを呂的に計画された高速道路で

ある口道路は、東北自動車道から岩手県北上市で分岐し、横手市一大曲市を経て秋田市に至る

総延長108Kmに達する D このうち、秋田一横手間57.4Kmについては、昭和53年11月の第 8次

施行命令によって具体化し、既に平成 3年7月に供用が開始されている。

秋田-横手間の道路計酉路線内に存在する埋蔵文化財包蔵地の扱いについては、昭和60年基

月に日本道路公団と秋田県教育委員会との関で協議した結果、計画路線の変更が無理であるこ

となどから、記録保存の措置を取ることで合意し、昭和60年の河辺郡河辺町七曲地区に所在す

る6遺跡を皮切りに平成元年度の仙北郡南外村の大畑潜沢E遺跡まで、合計27遺跡の発掘調査
(註1) 

が実施され、それぞれに報告書が刊行されている。

横手インター・チェンジ(1 . C)以東の横手一湯田間19.7Kmについては昭和61年 3月に第

9次施工命令が下された。これに伴い昭和62年 3月には、日本道路公団仙台建設局長から秋田

県教育委員会教育長あてに、道路計画路線内に所在する埋蔵文化財包蔵地の分布調査の依頼が

あった。これを受けて秋田県教育委員会では、昭和62年 5月と同63年 6月に遺跡分布調査を実
(註2) 

施し、平鹿郡山内村の計画路線内に11遺跡が存在することを報告した。また、横手 1. C以東

の横手市分についての分布調査は、横手一秋田聞の分布調査と同時に、昭和56年と同58年に実
(註3) 

施され、 4遺跡の存在することが報告されていた口これら計画路線上に存在する合計15遺跡の

取り扱いについては、昭和60年の日本道路公団と秋田県教育委員会の合意を踏襲することとし

た。 15遺跡は横手 1. Cから北上市側に、柳田 1.柳田1I.小松原・新町遺跡(以上、横手市)、

茂竹沢・小田部・小田1I.小田 1.虫内1I.虫内1.岩瀬・中島・相野々・上谷地・越上遺跡

(以上、山内村)である。

発掘調査に先立って、横手市分として昭和62年には柳田 1.柳田E遺跡、平成元年には小松

原遺跡西半部、平成 2年には小松原遺跡東半部と新町遺跡南半部、平成 3年には新町遺跡北半

部の範囲確認調査を実施した。その結果、柳田 1.柳田1I.小松原遺跡については遺跡の範囲

が計画路線に及んでおらず、また新町遺跡北半部については宅地造成などによる撹乱が著しく
(註4)

遺構等が遺存していないため、これらは発掘調査の必要がないと判断された。
(註5) 

山内村分の遺跡範囲確認調査は、平成 2年に虫内I遺跡、平成 3年に茂竹沢・虫内1I.岩瀬・

-1-



第l章はじめに

(註 6) (註7)
中島・力石II.越上遺跡、平成4年に小田v.小田町・虫内掴・相野々・上谷地遺跡、について
実施した。その結果、中島・相野々・力石E遺跡については遺跡の範囲が計画路線内には及ば

ないことから調査が不要となった。なお平成2年に、虫内I遺跡の南東側と虫内E遺跡、の西側、

及び上谷地遺跡の東側で縄文時代の遺物が採集され、この 3つの地点にも遺跡の存在すること

が判明したことから、各々を虫内E遺跡・小田町遺跡・力石E遺跡として登録し、範囲確認調

査を行っている。これらのことから、横断道山内村分の発掘調査対象遺跡は、岩手県側から順

に越上・上谷地・岩瀬・虫内面・虫内 1.虫内II.小田町・小田v.茂竹沢遺跡の 9遺跡と
なったのである。

横手市の 1遺跡・山内村の 9遺跡に対する発掘調査は、平成 2年度の新町遺跡から開始され、

平成 3年には越上遺跡・岩瀬遺跡・虫内I遺跡の一部・虫内E遺跡・茂竹沢遺跡が、平成 4年

には上谷地遺跡ー虫内面遺跡・虫内I遺跡の一部・小田町遺跡が実施されている。

註

1 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書1-XI.n 秋田県文化財調査報告書第

150・166・180・186・189・190・191・205・206・207・209集 1986-1991(昭和61一平成3年)

2 秋田県教育委員会 r 遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第179集 1989 (平成元年)

3 秋田県教育委員会 r 遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第 93集 1982(昭和57年)

4 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第201集 1990(平成2年)

5 秋田県教育委員会 r遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財諦査報告書第217集 1991 (平成3年)

6 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第226集〆 1992(平成4年)

7 前述の小田I・小田rr.小田E遺跡については、横断道の分布調査の際に付した遺跡名が、既に別
の遺跡として遺跡地図に登録されていたことが判明したこと、地形的には 1遺跡とするのが妥当で

あること等から、これをまとめて小田V遺跡とした。

-2 
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第 1章はじめに

第 2節調査の組織と構成

遺跡名 茂竹沢遺跡

遺跡所在地 秋田県平鹿郡山内村土淵字茂竹沢12外

調査期間 平成3年7月29日-10月31日

調査面積 2，800m2 

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 武藤祐浩 (秋田県埋蔵文化財センター学芸主事)

栗j事光男 (秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主事)

調査員 斎藤典芳

専門指導員 小林達雄 国学院大学文学部教授

総務

林 謙作 北海道大学文学部助教授

岡村道雄 文化庁記念物課文化財調査官

板坦直俊 秋田県由利郡鳥海町立川内中学校教諭

佐田茂

皆J11 清

佐々木

(秋田県埋蔵文化財センター主査)

(現秋田県立農業科学館主査)

(秋田県埋蔵文化財センター主査)

(秋田県壊蔵文化財センター主任)
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第 1節遺跡の立地

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節遺跡の立地

1 遺跡の位寵と立地

茂竹沢遺跡は東経140
V

36'30ぺ北緯39
0

16'54"に位置する(第 2図)。 遺跡は JR北上線柏

野々駅の北西約1.3Km、平鹿郡山内村ー土淵字茂竹沢に所在する口

遺跡の所在する山内村は平鹿郡の南東端にあたる。奥羽背梁IJJ地の西部にあって、山深く村

域の約87%がLU林と原野であり、集落が奥羽山系に源を発する横手川・黒沢JlI-松)11-武道川

の4河川の河岸段丘上に点在する峡谷型山村である口

村の大部分を占める山地は河]11・沢筋に区画される御岳山山地・大穴嶺山地・金l峰山山地 a

大日向山山地ー大鈴森山地・三ツ森山地に地形区分されている。割倉山 (770m)・南郷巌(681

m)・大鈴森 (865m)・小鈴森 (757

m)・大日向山 (780m)の比較的高い

出は、早壮年期山地である。山地は

さらに起伏量によって区分されてい

るが、南郷巌・大鈴森の周辺は、起

伏量400m-800mの大起伏山地とさ

れているほか、村域全体でも起伏量

200m -400mの中起伏山地の占める

割合が高い。

遺跡付近の地形区分は、奥羽背梁

山地の東端にあたる金峰山山地に含

まれている。南を成瀬川、東を武道

JlI、北を横手J11、西を横手盆地にi主i

まれるこの山地は、中央および南側

が中起伏山地であるが、東・北・西

側の縁辺に起伏量200m未満の小起

伏山地が点在する。遺跡付近も

261 mの大館山を中心に、金峰山山

地の北辺に張り出した小起伏山地と

⑧ 

「
J 

図山内村

第2図 遺跡位置問 @茂竹沢遺跡



第2章遺跡の立地と環境

w1中起伏山地

区ミヨ砂磯段丘 I

o 砂礎段丘m
E2小起伏山地

霊童砂喫段丘m+ 箆宣砂磯段丘II

砂磯段丘N+ 罷盤扇状地

回四砂喫段丘N E3岩錐、土石流
谷底平野・氾濫平野

第3図屑辺の地形
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第 1節遺跡の立地

第4図周辺の遺跡

/ 



第2章遺跡の立地と環境

して地形区分されている(第 3図)。

大館山の東裾には遺跡名となっている茂竹沢がある。幡40m程のこの沢は、横手J11が形成し

た高位段丘の北縁を北東から南西方向に関析したものである。沢の北側は大館山の斜面である

が、南側には小田遺跡群のある良好な台地が形成されている。

茂竹沢遺跡は大館山の東側斜面の下方に立地している。周辺では幾筋もの小さな沢が入札

尾根と沢が入り組んだ地形を呈している。また斜面末端には茂竹沢に面して狭小な平坦部分が

ある。

第 2節周辺の遺跡

山内村内の遺跡数は、秋田県教育委員会発行の「秋田県遺跡地図(県南版) J 1987年12月段

階で43遺跡である。その後、今回の横断自動車道の建設に伴って、新たに 9遺跡が確認され、

現在の遺跡総数は52である。時代の明確な遺跡では、縄文時代の遺跡が25、城館跡13であり、

他に縄文時代と中世~近世 a 縄文時代と中世以降の複合遺跡が各 1あるが、!日石器時代・弥生

時代~古代の遺跡は確認されていない。 時代の特定できない遺跡では、出土遺物として石器

片・土器片があげられていることから、その大部分が縄文時代の可能性がある。

第4図には、国土地理院発行の 1/25，000r横手J r羽後黒沢」から、土?~U ・平野沢地区を

中心とした部分を切り取り、現在確認されている遺跡の推定範囲を示した。尚、図中の番号に

対応する遺跡名を第 1表に示したが、ともに「秋田県遺跡地図(県南版) J による遺跡の山内

村内での遺跡登録番号を用いた。また、新しく確認した 9遺跡については、発見}I援を考慮して、

東側から順に44番以降の番号を付した。以下では山内村の遺跡について、縄文時代と城館跡、の

状況を中心に概観する。尚、 ( )内の番号は第4図及び第 1表の番号である。

縄文時代で、時期を特定できる遺跡は13遺跡である。ただし、ほとんどが横断自動車道の建

設に伴う発掘調査によって明確になってきたものである。草創期のものは確認できないが、早

期の土器片が岩瀬遺跡 (47) で出土している口前期前半の遺物は茂竹沢遺跡(本遺跡 50) 

虫内耳遺跡 (48) ・虫内盟遺跡 (51) ・岩瀬遺跡 ・上谷地遺跡 (46)で出土している。土

器片の出土は、いずれも少量である。これに対し石箆を中心に石器・剥片は多く出土している。

また岩瀬遺跡では竪穴住居跡・集石遺構も検出されている。前期後半~中期前半の状況は不明

瞭である口中期後半一後期初頭にかけては上谷地遺跡 (46) ・神成遺跡(9 )・道地遺跡 (14) ・

虫内臨遺跡 (51) ・小田町遺跡 (52) に集落が形成されている。なお、神成遺跡は昭和34年とい

う早い時期に大和久震平氏によって発掘調査が行われたことが同年6月9日の「秋田魁新報J

に報じられている。また、道地遺跡も、昭和59年山田貞吉氏により発掘調査が行われている。
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第2節周辺の遺跡

後期前葉~中葉にかけては、第 4図の範囲の東方にある、越上遺跡の捨て場から良好な土器群

が出土している。また、後期中葉に位置付られる竪穴住居跡が本遺跡で 2軒検出されている。

後期後半以降晩期の前半には、虫内I遺跡を中心に虫内田遺跡・虫内H遺跡・小田町遺跡を含

む範囲の大きな墓域がつくられている。この墓域は主に土墳墓と土器埋設遺構から特徴づけら

れており、土墳墓の分布はそれぞれの遺跡内でいくつかのまとまりを示している口また虫内I

遺跡では広い範囲の捨て場が形成されており、膨大な量の遺物が出土している。これらの遺

構・遺物を残した人々の集落・住居は、今のところ不明である。各遺跡の詳細については逐次

刊行される予定の発掘調査報告書を参照していただきたい。

以上の縄文時代の遺跡の分布は、村内を流れる横手]11.黒沢川・松J11・武道川の 4河川の河

岸段丘上に点在している。今の所、時期的な特徴を明瞭には抽出できないが、中期~後期初頭

の集落は上谷地遺跡や小田百遺跡のように高い台地上に立地していることが指摘できる。

弥生時代以降の遺跡については、現在のところ域館跡以外には知られていない口しかし、西

方の横手盆地では!日石器時代や弥生時代以降の各時代の遺跡が数多く存在しており、本村が山

深くなる点で遺跡の立地については十分に検討しなくてはならないが、山内村内でも縄文時代

の遺跡はもとより他の時代の遺跡も多く確認されていくものと考えられる。

中世以降には城館跡が村内で13確認されている。ほとんどが山頂や山の中腹、舌状台地先端

部に立地している。また高位に小面積の郭が置かれ、前後に空掘や段を有するものが多い。和

田域以西の 3館はおよそ 1Km間隔に分布し、増田町から横手市にかけての館の分布と共通し

た特徴である。また和田城より東側の館の分布は川筋毎に 2-3館となっている。

IDl木館(16)は別称大館といい、本遺跡の北西部にあたる大館山の山頂に構築されている。

築城時期・城主などについて、「秋田県の中佐城館」では北館・寺館は保元・平治頃の伊藤

采女との関連を指摘しており、古い時代のものの可能性がある。

このほか同報告では『小野寺興廃記』やli'LlJI);;j村~f~土資料』 ・口承などから血木館(16) の

小田島大万、和田城(17)の和田四郎、鎧倉館の佐々木某、黒沢舘の黒沢長門、藤倉館の小田

島大万・黒沢長門を推定している。また黒沢館については天文年間 (1532-1555年)の築城で

あるという口これらの館跡については戦臨時代、平鹿・雄勝を支配した小野寺氏との関連が考

えられる。

中世から近世の平鹿・雄勝の様子を知り得るてがかりには r奥羽永慶箪記』や r雪の出羽路』

などの近世にまとめられた記録がある。『雪の出羽路』は菅江真澄が文政7年(1824年)8月から

9年 5月にかけての巡村調査をもとにまとめられたものである。山内村については14巻に記され

ている。記述は「土淵邑」の「横手山内郷」から始まる。そこでは「享保郡白記ニ云クJ とし

て「土淵ノ肝煎」が山内 9村を治めること、その頃の肝煎小田島氏について「小野寺遠江守義
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第2章遺跡の立地と環境 第2節周辺の遺跡

道の時世」から肝煎の職にかかわっているらしいことが述べられている。また、 「茂竹巴」

の所には「一前半省略ー此茂竹に寺ノ跡あり、そこを古寺山といふ。そはいかなる寺とも古老

の伝へもなしといふoJ と記されている。

引用・参考文献(文献の番号は、第 I表の文献番号に対応する。)

1 秋田県教育委員会 『秋田県の中世ー城館J 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和56年)

2 高橋則夫 「遺跡、ひとり歩きJ r山内村郷土史年報』 山内村郷土史編纂委員会 1983(昭和58年)

3 山団長吉 「道地遺跡発掘調査調査報告J rllJ内村郷土史年報』 山内村郷土史編纂委員会 1984(昭

和59年)

4 秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図(県南版).Jl 1982年(昭和62年)

5 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書」 秋田県文化財ー調査報告書第179集 1989 (平成元年)

6 秋田県教育委員会 F遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第217集 1991 (平成 3年)

7 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第226集 1992(平成 4年)

8 内田武志・宮本常_r菅江真澄全集 第六巻地誌立』 未来社 1976 (昭和51年)

9 秋田県農政部農地整嬬諜 『雄平仙中核都市建設計画地域土地分類基本調査 横手.Jl1977 (昭和52年)

10 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第239集 1993(平成 5年)

遺跡番号 遺跡名 所在地 時代など 文献番号
1 板屋沢 山内村土淵字板屋沢 縄文 2・4
2 谷地端 山内村土淵字小孔 縄文 2.4 
3 赤i鴻 山内村土i賠字板井沢 縄文(晩)竪穴住居跡 2・4
4 虫内I 山内村土淵字虫|付 縄文(後・晩) 2・4・5・6
5 コ明!対 111内村平野沢字二明l;iiJ 縄文(晩)右版 4 
6 鶴ヶ池 山内村土淵字鶴ヶ池 縄文 4 
7 =i頼 山内村土淵字-1頼 縄文 4 
8 相野々 山内村平野沢字相野々 縄文(晩)遮光器土偶 4・10
9 持1成 山内村平野沢神成 縄文(中・後) 4 
14 道地 山内村土淵字道地 縄文(中)組石遺構 3・4
15 大沢館 山内村大沢字矢植 館跡郭2 空務i¥ 1 . 4 
16 血本館 山内村土淵字国本上段 館跡郭3 空;房i¥段 1・4・8
17 和田域 山内村土淵字鶴ヶ池 館跡郭2 空務n 1・4
28 血木 山内村土淵字担ヶ原 縄文
29 板屋沢召 UJ内村士j胤二件反崖沢 縄文 4 
30 

板小小井田田沢E 
山内村土iJfrI字板井沢 縄文 4 

31 山内村土j胤*小間 石器片 4 
32 山内村土淵字小田 石器n- 4 
33 小田開 山内村=t淵*小田 百器)十 4 
34 中島 山内村土j鼎宇中島 土器片・石器)¥- 4 
35 菅生 山内村土淵字菅性 石器片 4 
36 

平桧石沢
山内村土淵字菅fjコー 石器n- 4 

38 山内村平野沢字松沢 土器片 4 
39 )J石 山内村筏字力石 石器n- 4 
46 上谷地 山内村平野沢字上谷地 縄文(前・中) 5・10
47 +ii頼 山内村土i間字おi頼 縄丈 Ur--中) 4・5・7
48 !ll内E 山内村土淵字出|付 縄文(前一晩) 4・5・7
49 小田V 山|人j村土j胤字小田 縄文(平一晩) 10 
50 茂竹沢 山内村土j鼎ネ茂竹沢 縄文(前一l晩) ・中近世 4・5・7・8
51 出|人1llI 山内村土i出土佐虫i人j 縄文(早~晩) 10 
52 小田町 山内村土淵字小田 縄文(前一晩) 10 

第 1表周辺の遺跡
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;第]節遺跡の概観

第 3章調査の概要

第 1節遺跡の概観

山内村の中央部をほぼ東西に横断する国道107号線(平和街道)は、主として黒沢川の形成

した河岸段丘上を通っている。横手市と北上市を結ぶこの国道を、横手市から東に向かうと、

国道は長瀞付近で大きく左へカーブして跨線橋へさしかかるが、その右前方には大館山が見え

る口茂竹沢遺跡はこの大館山の東側である。跨線橋を越え、皿木橋を渡り、さらに国道を進

むと、右側に茂竹集落に至る標識がある。ここで右折する。道は村道となり、緩やかな傾斜を

もって国道より一段高い段丘に上り、踏切を越える。前方に水田があり、右手の道路沿いに茂

竹集落がある D 遺跡名となっている茂竹沢は、この集落の後方にあるIpffi40m程の沢である。茂

竹集落の東端を通る村道は、沢づたいに伸びている。水田として利用されてきたこの沢の谷底

部分も、奥のほうでは減皮の対-象となっている。沢を臨んで右手は大館111の斜面であり、雑木

林になっている。道の右端は幅 1m程の水路となっており沢水が流れている。集落の端で舗装

が切れて、砂利道をおよそ120m程進む。右手の斜面が傾斜の緩し五平坦部となる。この付近が

遺跡である。村道はこの先で緩くカーブし、二股に分かれている。左側はさらに沢の奥へ進み

集落の小さな社である三古神社の前を通り、行き止まりとなる。この奥の山頂には山神が祭ら

れているという口もう一方の右側は綴れおりになりながら大館山へ登る道となる。

大館山の東斜面にあたるこの付近では幾筋もの小さな沢が入り、尾根と沢が入り組んだ地形

を呈している。先の大館山頂へと続く道を登るとこの付近の起伏の様子がよく観察される。

跡周辺では、痩せた尾根づたいにフレークの散布が認められる。大館山の東側斜面の裾のかな

り広範聞にフレークが散布し、それが集中する部分が幾っか存在する可能性があることから、

遺跡全体の広がりは南東方向にのびる東西250m、南jヒ250mほどと推定される。

東北横断自動車道は、大館山の下をトンネル(土淵トンネル)で通過する。茂竹沢遺跡の今

回の調査区は、このトンネルの出入り口部分にあたっており、そこは大館山東側斜面の末端で、

遺跡の東端部に当たるものと考えられる口調査区内の地形は、北東と南西側を小さな沢に挟ま

れた尾根と、この尾根の斜面下方の小さな平場から構成されている。標高142mのこの尾根の先

端は、さらに南側から入り込んだ小さな沢によって画され、東西23m、南北15m桂の広がりをも

っ標高125mの高台となっている。またこの小さな沢の上端は、尾根と高台の間で痩せた尾根状

を呈し、その北側で、東西20m南北30m標高123m前後の平場となっている。さらに斜面下方の平場

は、標高約115mで、40m四方の広さであるが、この平場から尾根にかけては急激な斜面となって

1
1
4
 



第3主主 調査の概要

いる(第6図)0 調査は便宜上、南側で斜面下方の平坦部分を中心とする A区、調査区北東部の

高台及び北側の斜面上部の平坦面を B区、 A.B区の簡をC区として行った。なお、 C区につ

いては範閤確認調査結果から、グリッドを単位とした坪掘調査とした。

遺跡の現況は杉林と雑木林である。路線の範囲は春の範閉確認調査以前に伐採されていたが、

調査区内はその枝や不要となった伐採木と腰の高さまでも茂った雑草で覆われていた。杉の切

株にはその太さの違いに概ね 3種類あった。太い古株は径 1mを優に越えるものがあり、古い

時代から植林された所であることをうかがわせていた。同時に、

おり、以前に人の住んだ形跡もあった。

に交じって若荷が生えて

A区の地形は急斜面の削平と低い部分への盛土によって造成されたものであり、調査開始時
点で、急斜面を削平した部分の段は看取できたし、部分的に集石も見られた口調査では、中世

末から近世にかけての整地地業を伴う建物跡・溝跡などが検出された。この整地地業や溝跡に

は少なくとも 4時期の変遷が窺える。また、 A区では縄文時代後期の竪穴住居跡 2軒および縄

文時代の土坑・柱穴跡など、 BI2rでは縄文時代の組石遺構 1基と剥片集中カ所 1カ所を検出し、

調査した。縄文時代の遺物は全体から少量出土したが、土器片には前期~晩期のものがある。

調査区の層位は調査時点でI-N層に分層した。但しE層については層のしまり具合と混入物の
状態から a ・b層に分けたが、明瞭でない部分も多く、特にB区では全体をE層として土層図を作
成した。また、中世の整地地業により削平を受けたA区ではnb層一面層がない部分もある。
I層 表土。少量の剥片が拾える。また径30cm前後の円礁の露出する部分もある 0

120.0-1 

115.001 

110.0 a 

M Eライン地山上面の地形断面

| /j  ME42 ， 
ME52 間I 品。
「ナ1 ピコ I

目盛土

i よ!H渇色二tlOYR2/2・3-11昔褐色土lOYI<3/1j 孔II);t多く、 しまり弱し、。山!日 芸能王;;JE:5i二l諸経iiJiiク;t3122九占出:j:凶た主自主里会ほど混入するが、
1lI見出品や色。惜し部分的にはゴ附に堅いところもあるo;Wi'I"I，cl'a附色二凶チがシミ iたに入るolV 明1/t筒色ゴ二lOYR6/6ーにぶし、紫綬色こ!こlOYR6/3 ~寝くしまった府であり、粘19' も強い。

第5図 調査区の基本土層摸式図
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第2節調査の方法

II a層 近世以降、おもに建物が廃棄ーされた後の堆積土に相当し、この層の下面が建物が存

在し機能した時点の生活面にあたるものと考えられる口 A区の削平部分の北端で、は、背lj平に

よって露出した地山閣の上に黒色土を盛土し、生活面とした部分がある。 A[R南側ではIIa.II

b層間に中世の整地地業による盛土が認められる。この整地地業は、盛土層が2枚あることか

ら少なくとも 2回は盛土整地されている。概念的には、整地地業の変遷に対応する生活面が想、

されるが、部分的な盛土を含めた分層と生活面との対応、は明確にはできなかった。

II b層 縄文時代以降、中世の遺構構築までの堆積層。縄文時代の遺物が少量出土している。

遺構・遺物の時期を考慮すると前期・後期・晩期の 3時期が包含されているが、それぞれの生

活面などは明瞭で、はない。

国層 漸移層。ただし B区においては縄文時代の遺物を包含する部分がある。地山に近い

色調の土から剥片が出土し、地UJの特定が困難な部分があった。また、剥片のみの出土で、土器

が伴出しをかったため、この剥片群の位置付けが問題であったが、遺物自体の特般から縄文時

代のものと考えている。なお、この層以下についてテフラ検出を行っており、第 5章に結果を

掲載した。

N層地1110

検出した遺構のうち、現地表面に露出していた一部の集石遺構は、それをてがかりに遺構確

認を行った。また、他の擦を伴う遺構についても E層の黒色土中で検出している。これらの遺

構の確認は、整地地業の盛土部分の広がりを確認する際の手掛かりとなった。また柱材の裏込

めに地山ブロックを多量に混入した柱穴も、 H層中でそのプランを検出した。ただしこうした

柱穴は少なく、地面を掘り込んだ遺構の確認面は、多くの場合地山上面であった。

第 2節調査の方法

調査は、調査区の地形を し調査区内をA-Cの3区に分割して行った(付図 1)。

調査の方法はグリッド法を採用した。東北横断自動車道秋田線路線内には、 20m毎に中心杭が

打設されている。調査では、このうちのST A159十00を原点とし、国家康標第X系の座擦に合わ

せて一辺4mのグリッドを設定した口また、座標軸の南北方向に2桁の算用数字(..・ 49・50・

51・・.)、東西方向にアルファベット 2文字の組み合わせ(L0 ・. 'LT.MA.. 'MK) 

を付し、この組み合わせを各グ 1)ッド杭の名称、とした(例 M A50)。各グリソドの呼称は、

グリッドの南東隅の杭の名称を用いている口

範囲確認調査の結果、調査区内の遺物包含層は薄く、遺構確認面までも浅いことが予測され

たため、掘り下げは表土から人力で行った口また杉の切株の除去についても同様の理由で重機

13 



第 3率調査の概要

を用いなかった。遺構外出土遺物の取り上げは出土グリッド・出土層位・出土年月日を記入し

たラベルとともに取り上げた白遺構内出土遺物については出土位置とレベルを記録して取り上

げるようにしたが、覆土一括としたものもある口これら遺物の出土状況は必要に応、じて適宜図

面作製や写真撮影を行った。遺構の確認は掘り込み面で行うように努めたが、前述のとおり大

半は地山上面で検出した。

遺構の精査は、対象となる遺構によって 2分法・ 4分法を中心に、必要に応じて適宜ベルト

の設定やサブトレンチを用いた。記録は主に図面と写真によった。図面は断面図と平面図を作

成したが、遺構によってはエレベーション図を作成したものもある。また、作業手JII買の不手際

により二i二層図の作成できなかったものもある。平田閣はグリッド杭を利用した遺り方測量で作

図した。各図の縮尺は基本的に 1/20で、作関したが、場合によっては 1/10で行ったものもあ

る。また黒色土中に検出した集石遺構・石垣状遺構や柱穴群などについては、グリッド杭を利

用して 1m間隔の対空標識を設置し、リフティングケーブルシステムによる写真撮影を行い、

それを元にした 1/40・1/100図化を委託した。遺構図面は、遺物出土状況・重複関係など

から数回にわたる図面作製を行ったものもある。

は、基本的には35mmのモノクロとリバーサルフィルムを使用し、写真測量用の撮影と

必要に応じてネガカラーフィルムを使用した。

この他、遺跡周辺の地形形成や遺構の年代把握などのために、試料のサンプリングを行い、

分析を委託した口

室内における整理は、遺構については実浪IJ図より第 2原図を作成し、これをトレースしてい

る。また遺物については、洗浄ー注記の後に実測図・拓影図の作成、写真J最影を行っている。

第3節調査経過

調査は平成3年5月に範囲確認調査を行った後、平成3年7月29日(月) ~10月 31 日(木)ま

での延65日を費やして行ったG

7月29日から8月3日の第 1j盟、週前半は調査区内の草刈及び杉校の除去や範囲確認調査のトレ

ンチ区)の排土移動の他、ベルトコンベアーの設置・排土置場の土官柵の設置や器材の整備

を行うむこの後諾準備の整った 2日には、 A区西{掛から表土除去を開始した口また、範囲確認調

査vご確認された集石遺構について、 SQOl~SQ05の遺構番号を付している。この週は梅雨が長

引き雨中の作業も多かった。第 2遇、 8月6日にはB[Rのトレンチ排土移動を平行して行い、縄

文時代前期前半の土器が出土口同9目、 A区西側の急斜而下方で、深鉢形土器が圧し潰された状

態で出土し周囲に落ち込みがあることが予測されたためSX06とする。

14-



第3節調査経過

お盆休みを挟んだ第3週。 8月19日には、 A区西側でSD07を検出。この溝跡の平面形が、 A

区の斜面裾部分に認められる段差の平面形と対応することから、 A区の主体となる平坦面が人為

的に造成されたものと判断する。また、 SX06とした遺構は竪穴状を呈することが判明し、 S106 

と改める。この週は好天に恵まれ表土除去が進行した。これによって21日にはSQ08・09を検出

した。前者はB区側からの沢筋で、湧水のある付近の石敷であり、後者はA区南東儲で石垣状の遺

構である。この週は表土除去と平行して、 A区の SQ02-05の検出作業を進めている。好天には

恵まれたが、地山の露出した部分では乾きが著しく、遺構の検出が思うように進まない。第4遇。

S D07・SQ09及び斜面裾の削平からはこの部分に建物の存在が予測されたため、見通しを良く

するために切株の除去を開始するが、数の多さとその大きさにより手間取り、このあとしばらく

はこの作業に干入手を割くことになる。この週は検出中の遺構精査と基本土層図の作成を進める口

9月に入札調査も第5週となる。 6日にはB包の表土除去に着手。 A区では柱穴・溝跡などの遺

構が検出されはじめた口また SQ09の西側に最大厚70cmほどにもなる盛土整地部分があることを確

認した。作業員が減少し、調査は遅れぎみである。第6遡。 A区ではSK . S D等の遺構の精査を

行う口また、 B区東側の高台から閣に下る斜面部分の褐色土中に剥片が集中して出土し、 SX27と

する。 B区では、 SQOlにつぐ2基自の遺構である口本週刊日には林謙作先生が来跡された口

第7週以降はBIRの掘り下げと平行して、 A区の遺構群の精査に追われる。特に次々に検出さ

れる柱穴は蕪数にあるかのようである。第8週に入って、 24日には黒色土中に残っていた SQ群

を行い、礁の除去と下部の掘り下げに着手した。これに伴い縄文時代の竪穴住居

跡を検出し S1 22とした。この週末の28日には台風19号が秋田県を通過したが、幸にも本遺跡の

調査に被害はなかった。第9週に入札10月1日柱穴の一つから黄瀬戸と見られる端反1lIlが出土し、

建物跡の時期を検討する手掛かりを得る己また、 2日には小林達雄先生が来跡され、柱穴群の柱

配置についてご教示いただく。第10週、 B区の拙り下げにめどがつき、 C区の掘り下げに着手口

M E50グリッドに人為的に置かれたとみられる大きな礁が出土し、 SQ08との関連が考えられた。

7日間村道雄先生が来跡される口第11週に入札調査も最終段階に近付くがA区の遺構精査に追

われる口 16日に の下部から SQ09より古い石垣状の遺構がみつかり SQ26とする口また

柱穴については精査と遺構番号が追い付かず、所見をメモして次々に対応した。17日ME39グリッ

ドの掛り下げで、縄文土器がまとまって出土した口この付近でも柱火が見つかったが、確認の状態

からこの中には縄文時代のものもある。 18日精査中の柱穴内から柱材が検出される口

1洋の平出iizi作成のため空中写真諜影を行う口また、 23日にはテフラ検出の為のサンプルを採取。 24

日には遺跡航空写真の撮影を行ったの調査では最終日まで柱穴の精査を行ったが、 10月初日トラッ

クにより器材を搬出し、屋外調査を終了した。

この後、埋蔵文化財センターにて遺物・図面類の整理作業を行い、報告書の作成を行った。

「
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第3章調査の概要

第6図 工事計画と調査範囲(スクリーントーン部分が調査範囲)
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第 1節縄文時代

第4章調査の記録

調査では竪穴住居跡2軒、土坑12基、組石遺構 1基、剥片集中出土場所 1カ所、石垣状遺構

3基、溝跡14条、石敷遺構1基、集石遺構5基の他、斜面の削平・盛土による整地地業跡と453基

の柱穴を検出した。出土遺物には縄文土器・石器・若製品・陶磁器・砥石・柱材・礎石などが

あり、その総量はコンテナで15箱である。

検出した遺構及ぴ出土した遺物には、縄文時代のものと、中世~近世のものがある口以下で

は第 1節縄文時代、第2節中世~近世に分けて記述する。なお各遺構は、出土遺物や確認持の

状況などによって時代を判断した。遺構は種類ごとに扱い、遺構番号順に記述する。

第 1節縄文時代

検出した遺構は、竪穴住居跡2軒、土坑6基、ピット 2基、組石遺構 l基、剥片集中出土場所

Iカ所の計13遺構である。遺構は、出土遺物から縄文時代後期に位置付けられるものもあるが、

周辺の遺物出土状況から縄文時代の遺構と考えられるが時期の特定できないものもある。

遺構の多くはA区に分布し、 B区では組石遺構 1基と斜片集中出土場所 1カ所を検出しただ

けである。遺構はIIb層中で確認できたものは少なく、ほとんどが町層(地山)上面での検出

である。尚、 A区中央部分は中世から近世期の大規模な整地地業により自Ij平されており、その

部分では縄文時代の遺構は検出できなかった。またA区南端で検出されたピット群は、周辺の

遺物の散布状況から縄文時代のものを合んでいると考えられるが、ここでは出土遺物・検出状

況から明確にこの時代のもの 2基だけを扱った口

遺構内外から出土した土器は前期一晩期のもので、いずれも少量である。また、石器は石

錐・石匙・石箆・凹石・磨石・石皿などがある。

遺物は主にH層とした黒褐色~暗褐色土から出土した。全体的にE層下部からの出土が多い。

B区では罰層の褐色土中からも剥片が出土している。なお、第 2節で述べる集石遺構ー柱穴 e

溝跡中には縄文時代の石器や剥片も合まれていたが、石器は本節の最後にまとめ、遺構外出土

遺物中で記述した。

1 検出遺構と遺構内出土遺物

( 1 ) 竪穴住居跡

2軒検出された。ともに 2時期あるものと考えられる。また出入り口施設と考えられる楕円

門
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第4主主 調査の記録

形のピットが検出されている口なお、出土遺物については各住居とも 2時期に分けず¥最後に

まとめている。

S 106 (第7• 8図)

調査区南西部のMH . M 146・47グリッドで検出された口遺構はやや急な斜面に作られている。

この部分のH層掘り下げ中に、圧し漬された状態の深鉢形土器と焼土面が検出され、その設、西

側のN層上面で、IH各方形のプランが確認された。また、焼土面及び遺物出土レベルでは柱穴など

は確認されなかったが、 IV層上面で柱穴及び柱穴を伴う弧状の溝跡が検出された G この溝跡は

当初確認された壁からは東側に離れており、またプランも異なる。このことから竪穴住居跡に

は2時期あるものと判断された。先に検出された西側を SI06A、東側を SI 06 Bとした口ま

た、 SI06Aの覆土中に SI 06 Bの溝跡に対応する壁の立ち上がりが観察されないことから、

S I06Aカ'i'S I 06 Bより新しし'¥0

S 106A 竪穴の東側は斜面の下方となる。このため、地山を掘り込んでいない東側のプラン

は不明である。撃が検出された西側の平面形は隅丸矩形を呈する。北東一南西方向の辺の長さ

は3.11110北西一南東方向の長さは、後述する長楕円形のピットを含めると推定2.8111である D

この場合の推定床面積は9.3m2程で、ある。

西側に遺存する壁は25-40cmで、ほほ垂直にす鳳ち tがるが、床面倒が深くえぐられた部分も

ある。援溝は認められない。床面は、土層の観察から遺構検出当初jに確認した焼ニi二百で、あった

と考えられるが、この面は黒色土中にあり、全体に柔らかく、踏みしまった状態は観察されな

かった。また床全体が傾斜しているが、西側の傾斜はゆるく、東側ほどきつくなる。覆土は 4

層に分けられるロ

炉は床面中央東寄りに設けられた地床炉である。焼土が30cm前後の円形に広がる口掘り込みは認

められない。ピットは床面下のN層上面で検出した。竪穴内外合わせて19偶ある。主柱穴は不明で

あるがP3 -P 13は壁柱穴であり、近接して壁際に並ぶ。径20cm前後の円形のものが多いが、長径20

-30cm・短径20cm前後の楕円形のものもある。深さは10-40cmで、平面形の大きさのわりには深く

しっかりしたものが多い口なお、 P4内からは第8図2. 6・7の遺物がピットいっぱいに詰めら

れた状態で出土している。このため、 P4'土壁柱穴とは別の性格を持つものとして考えるべきかも

しれない。 P14-P19は屋外柱穴であろうかっ径25cm前後のほぼ円形で、深さは10-20cmで、ある。

P 1は65X32cm、P2は48><30cmの楕円形を呈するピットである。住居平面プランの東辺にほぼ

して並ぶ。このようなピットは従来出入り口施設に伴うものと考えられている。 深さはP1で

25cmo P 2は17cmで、底面には径15cm、深さ 9cmのピットがある。またP2には重複があり、ほほ

に交わっている古いピットは45><24cmの橋円形で、深さ 9cmで、ある。

S 1068 床面下のN層上面で検出した半円を描く溝跡は、 SI06Aの西壌から東に70cmほど

-18-
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第 1節縄文時代

っている。上国幅15crn、底面i幅5crn、長さ4.3mであり、 SI06Aで遺存した壁よりも北東

側に長い。半円から推定される直径は2.9mほどである。 溝の途中に 3伺のピットがあり、位置的

な対応から、溝とほぼ同時の一連の作業で掘られたものと考えられる。ピット (P20-P22) は

径12-25crnの円形で、深さ10-25crnで、ある。なお、溝の覆土は 1層で、固くしまっており埋めら

れたものである。床面及び炉は明確ではないが、 SI06Aの東側床面と同一である可能性がある。

遺構内から出土した遺物は縄文土器296g ・石器3点である。 1は、ほほ床面に接して出土し

た粗製の深鉢形土器である。器形は、頚部で屈曲し口縁部が外傾する特徴がある。縄文はLRで

ある口 2はP4内から出土した深鉢形土器の体部上半から口縁部の破片である。口縁部全体が比

厚し、口唇部は了寧に面取りされる口緩い波状口縁を呈するもので、波頂部に突起があり、この

突起を巻くように沈線が施される。体部上半にはLR縄文が施された後に、 4本の平行沈線がひ

かれている。沈線のうち最下線は反転しており、上の沈毅につながって行く可能性がある。 3は

覆土中から出土した。粗製の深鉢形土器の体部破片で、縄文はRLである。胎土が1に類似して

いる。 1-3はそれぞれの特徴から縄文時代後期中葉に位置付けられる口 4も覆土中から出土し

た。鉢形土器の底部付近の破片で、体部には細かいRL縄文が施されている。器面の調整が丁寧

であり、晩期のものであろう。 5は2次加工のある剥片石器である口 2側辺に曲線的な加工痕が

認められる口また、剥片の末端部には連続する微小剥離痕が残る。 6・7は磨石である。

S 122 (第9・10図)

A区西端のMB . M C43・44グリッドに位置する。 N層上麗で黒色土のプランが検出された。

地山屈が南向きに緩く傾斜する部分にあたり、地山を掘り込んでいない南側の壁は遺存しない。

また、床面の精査の結果、壁の内側で東寄りに壁溝とは加の溝跡が検出された。このことから、

この竪穴住居跡にも 2時期あることが判った。検出当初の竪穴住居跡がS122A、内側に検出

した溝跡を伴う竪穴住居跡がS1 22 Bである。また、 S122Aの覆土中に S1 22 Bの壁の立ち

上がりが認められなかったことから、 S122Aが新しいものと判断した。

S 122 A 平田形は、北側がやや直線的になるものの全体としてほほ円形を呈するものと考

えられる口遺存する壌から推定される竪穴の直径は 3.5-3.8mで、推定床面積は 10.6ばであ

る。壁高は最大 52crnで、ある。東側・西側の監は外傾して立ち上がるが、遺存の良い北側では

床面側が深くえぐれ、断面形が下膨れとなっている口壁溝は西側から部分的に検出された。上

面i隔23crn、底面IÞ~ lOcm、長さ 1 m程である。床面は、ほほ平坦であるが北側が僅かに低くなる。

南側の床面は堅〈しまっているが、北側はやや柔らかい。覆土は 5層に分けられる。炉は検出

されなかった。

ピットは S122Bも含めて、竪穴内外合わせて26個検出した。配置の点でP4・P10が主柱穴

と考えられる。径25cm前後の円形で、床からの深さは27・15cmで、ある。 P5-P8は壁際のピッ

21-
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第10図遺構内出土遺物(2 ) S I 22 

トで、径20cm前後の円形のものと、 20X35cmの楕円形のものがある。深さは10-16cmで、ある。

P 12-P 26は屋外で検出された。部分的には S1 22 Bに対応するものも含まれている可能性

がある。 15-32cmの円形を呈し、深さ12-50cmで、ある。全体が竪穴を取り匪!むように配置され

ているが、 P18-P 22はP15-17・23-25ラインよりも一回り大きし にずれている。 P

1 . P 2の平面形は楕円形である。 P1は85X 37 cmo 深さは12cmで、あるが、南側が一段深く

更に20cmほど掘られている。 P2は62X 30cm。深さは16cmで、あるが、北側が8cmほど深し'0P 

1・2は竪穴の南辺の推定位置よりもやや外側にほぼ平行に並んでおり、 S1 06同様に出入り

口に関連する施設と考えられる。南側の壁が検出されていないが、遺存する壁から推定される

竪穴のプランからは、竪穴の外側に取り付く可能性がある。

S 122 B 部分的に残る溝跡の東側に緩くくぽむ部分があることから、楕円形ないしは略方形

の平面形が予想、される。東西の長さが3.2m程である。東側の壁はS122Aと共通するが、北西側

はS I22A を作る際に j~1J平されたものと考えられる。壁溝は、西側に部分的にあり、北側ほど溝

q
J
 

つん]



第4章調査の記録

内の底面レベルが高くなっている。上面幅18cm、底面|幅11cm、長さ1.7mである。床面は北側

で緩くくぼみ、溝跡の底面と悶じレベルである。また、中央部が溝状にくぼんでいる。幅25~

70cm、長さ1.4mほどであり、底面のレベルは北側の低い床面と同じである。確認状態から P

3 ・ 9 ・ 11 は本遺構に伴うものと考えられる。径20~40cm前後の円形で、深さ 10~21cmで、ある。

遺物は縄文土器669、石器3点が出土した。 8は粗製深鉢形土器の体部破片である。覆土中か

ら出土した。櫛歯状の工具で曲線的な文様を施している。 9~11は北寄りの床付近より出土した。

鉢・深鉢形土器の底部であるo12・13は微小剥離痕のある剥片である。 14は石皿の破片である。

( 2 )土坑

A区南半で 6基検出されたD 確認面からの深さが深いものと浅いものがある。第 2節で柱穴

としたものの中には、縄文時代の土坑とすべきものを含む可能性があるが、地山まで自Ij平され

た部分では識別できなかった。

S K30 (第 11図)

ME. MF41グリッドで検出された口平面形は径70cm前後のほぼ円形に近し」深さは20cmで、

底面には地山中の擦が露出し凹凸があり、全体が僅かにくほむ。壁は緩く外傾する。覆土は 1

層であるが、 IIb層に由来する自然堆積層と考えられる。遺物は出土しなかった口

S K 31 (第 11・12図)

MD41グリッドで検出された。平面形は確認面で、の直径80cmの円形を呈する。深さは40cmo壁

は急角度に立ち上がっている。底面には 3 個のピット (P1~P3) がある。ピットの開口部径

はP1で60X40cm、P2・3で、25cm前後で、ある口土坑確認面からの深さは、南東側のP1が最も

深く 69cm、また P2で、50cm、P3で、51cmで、ある。土層間は作成できなかったが、全体に地山粒子

の混入が多く埋め戻された状態であった。また、 P1部分の上部に遺物が多く混入していた。

遺構内から出土した遺物は縄文土器 107>)である。土器は 3点を図示したが18' 19は同一個

体である。 17~19は粗製深鉢形土器の体部破片である。共に断面形は直線的であり、僅かに外

{頃するところがある口 17は無文、 18・19の縄文はLRである。

S K32 (第11・12図)

M D41グリッドで検出された。平面形は長径83X短径56cmの楕円形を呈する。長軸方位はN

-15
0

-W。深さは26cmで、ある口底面には切り合いのある 2個のピット (P1・2)があり、

P 1がP2を切っている。 P1は径30cm、土坑確認面からの深さ80cmoP 2は径24cm、深さ53cm

である。土層図は作成できなかった。

出土した遺物は縄文土器609と石製品 1点である口 20・21は深鉢形土器の底部である。 20の

底面には網代痕が明瞭である。 22は璃瑠製で全面に擦痕が著しい。

-24-
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第 1節縄文時代

S K33 (第11図)

M C40グリッドで検出された。平面形は楕円形を呈する口長径88X短径70cm、確認面からの深

さは26cmで、ある。底面はほぼ平坦である。壁は南側では緩く外傾するが、北側はほぼ垂産に立ち

上がる口覆土は 1層で、 SK30と同様である。遺物は出土しなかった。

S K34 (第11図)

M C41グリッドで検出された。平面形は円形に近く怪60cm前後で、ある。確認面からの深さは

24cmで、ある。底面は僅かにくぼみ、西側がやや角張っている。壁は西側で急角度に、東側で緩や

かに立ち上がる。覆土は 1層である。遺物は出土しなかった。

S K35 (第11・12図)

M D . M E39グリッドのIIb層掘り下げ時点で、縄文土器片の集中する部分があった。遺構は

この下にあたり、匝層上面で¥確認されたが、南側のピットに切られている。平面形は長径70X短

径34cmの楕円形を呈する。長軸方位は N-52
0

- Eである。 深さ78cmで、底面は平坦である口壁

は急角度で立ち上がり、東側は関口部にむけて外傾する口土層図は作成できなかったが、覆土は

暗褐色を呈し、炭化物の混入が顕著であった。

遺物は縄文土器1459が出土した。 15・16は同一個体である。 深鉢形土器の体部破片で、 L撚

糸文が施されている。中期後葉~後期前葉に位置付けられる土器である。

( 3 )ピット(付図 2) 

A区南端のピット群には縄文時代の遺構である可能性があるものも含まれている。この内、 IIb 

層中から掘り込まれる事を確認できたピットが2基ある。 SK P36・48である。前者はME40、後

者はMD40グリッドで検出された口ともに径30cm前後で、 N層上面からの深さは SK P36で、47cm、

S K P48で、35cmで、ある。またSK P48の覆土中からは微小剥離痕のある剥片が1点出土している口

なお、 SK P36からは縄文土器破片が1点出土しているが摩滅著しく図示できなかった。

( 4 )組石遺構

S 001 (第11図)

B区東側の高台の上、 LS 51・52グリッドで検出された。 E層中にあり、喋群の底面は誼層上

面であるが、 E層の土層観察でも掘り込みは確認できなかった口周聞に少量の縄文土器・剥片の

散布があることから縄文時代の遺構と考えている。なお、図示した磯群の状態は一部範囲確認調

査のトレンチによって抜き取られた擦もあり、完全ではなV'o

北側にも燥が続いているが、中心となるのは東よりの組まれた部分である。 20-40cmの円磯16

個が組まれており、北側の縁にある 5個の礁は立てられている。この部分の平面形は北西一南東

円

iqL
 



第4章調査の記録

90cm、北東一南西125cmの略方形を呈する。 礁の間などからの出土遺物はない。

( 5 )剥片集中出土場所

S X27 (付図 1・第12・13図)

B区東側の高台から西側に下る斜面のH・困層中から、多くの剥片が出土した(付図 1)。

L T . M A54・55の4グリッドほどの広がりである口調査区全体の遺物散布状況に照らし、遺

物の集中が著しいことから遺構と判断した。 4グリッドから出土した剥片(石核を少量含む)

の数は144点である。土器は出土していないが、 LT 54グリッドE層から石箆が1点出土して

いる(第12図24)口

周辺グリッドを含めて、剥片および石核の中には接合するものがある。接合資料は全部で23

点ある。 2つの剥片間での接合 9例、 3つの剥片関での接合 6例、石核と 1つの剥片の接合4

倒、石核と 2つの剥片間の接合2例、 8つの剥片間の接合 1例、石核と 8つの剥片聞の接合 1

例である。このうち、多く接合したもの 8例を図示した(第13図)。

接合資料1は、制片集中地点であるMA54・55グリッド出土剥片 8点の接合である。斜片は

i隔8cm前後、長さ 5cm前後の横長剥片が多い。打点の向きは一定ではなく、若核を大きく回

転させながら剥ぎ取ったものと考えられる。接合資料2は、 MA54グリッド出土の 3剥片の接

合である。接合した剥片は長さ 6cm前後、幅4cm前後の剥片 2点、幅8.4cm、長さ5.3cmの剥片

1点である。接合資料3は、 MA54・53グリッド出土の 3点の接合である口接合した剥片の大

きさは、幅 9cm前後、長さ5.5cm前後の剥片が2点である。もう 1点は折れているが、長さ6.5cm、

残存幅4.7cmで、ある口なお接合資料 1-3は、同一の母岩である。接合資料4は、 MA54出土の

石核にMA54・55グリッド出土の剥片が8点接合している。接合した剥片には長さ6-8cm、幅

4 cm前後のものが多い。接合資料4の剥片剥離は、張合資料 1が頻繁に打面転移を行っている

のに対し、 1つの打而から連続して剥片剥離作業を行っており、打面転移が少ない。接合資料

5は、 MA53グリッド出土の石核に、 i寸グリッド出土の剥片が接合している。剥片は a面左側

からの加撃によって剥ぎ取られたものであるが、 l幅5.5cm、長さ4.5cmで、厚さ 2cmと分摩い。接

合資料6は、 LS 52グリッド出土の石核と剥片の接合である。剥片は棺7.5cm、長さ4.6cmの横

長である口高核からの剥片剥離方向はおよそ 3方向認められ、 3方向とも打面を90
0

転移して

いる。接合資料7は、 MA54グリッド出土の石核と剥片との接合である。剥片は自然面を大き

く残し、分厚い。石核からは、 a面上側を打聞とする小型の縦長剥片が連続して、剥ぎ取ら

れている。接合資料8は、 MA54グリッドから出土した 4点の接合である。長さ 4cm前後、

幅2cm前後の剥片が石核に接合している。また石核は c面右側からの加撃によって二つに割れ

ている。

円。
円

L
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毎長き d
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2 遺書外の出土遺物

( 1 )縄文土器(第14図)

33-43は胎土に繊維を含んでおり前期に位置付けられる。いづれも深鉢形土器の体部破片で、

43は底部に近い口 33-35・37は羽状縄文が施され、 33・34の原体は結束されている。 36の縄文は

LR、38・39はRLである。 41・42は連結S字状文が施されている。 44は中期前葉に位置付けら

れる。口縁部の直下にltffiの広い波状の陸帝をめぐらし、その下に LR縄文が施される。 45-47は

中期末葉~後期初頭に位置付けられる。 45・46は沈娘と磨消縄文による文様が施される D 器面は

了寧に仕上げられている。 47は土器の把手であろう。図の上方が土器の口縁部に対応するものと

考えられ、隆帯によって円を描くように作られている。円形の刺突が施される面が正面となるか

もしれない口 48は深鉢形土器の体部上半と考えられる口底部から車線的に立ち上り、体部上半で

屈曲して丸味を帯び、口縁部が更に外傾する器形となるものであろう。第 8図2の土器と類似し、

縄文施文部に平行する沈線をひき、平行する縄文帯を表出している。後期中葉に位置付けられる 0

49は鉢形土器の体部上半から口縁部で、晩期に位置付けられる。直立する口縁部下端と体部上端

には沈線が施される。 2本の沈線問には小さな:屈が付され、その:鹿からさらに 1本の沈線がひか

れている。体上半には磨消縄文による文様が表出されている。 54-60は縄文だけの土器である。

また61・62は底部であり、 62には網代痕が見られる。いづれも時期の特定は困難であるが、 50・51

は胎土や器面の状態が45・46と類似しており中期末~後期初頭のものである可能性がある口

( 2 )石器

石錐(第15図63・64)

2点出土した。 63は両国を加工している。左右対象に整形したものと考えられるがつまみ部側

を欠損している口錐部の断面形が菱形を呈する。 64は帽の狭い剥片の打点側に錐部を作出してい

る。錐部は使用により摩滅しており、断面形は丸い。

石匙(第15図65-68)

4点出土した。すべて縦型の石匙である口 66-68は縦長の剥片を素材としているが、 65は横長

の剥片を素材としている。 67は下端を欠損しているため不明であるが、いずれも剥片の全周に 2

次加工を施している。 2次加工は65・67で両国に、 66・68では片面にのみ施される。

石箆(第15図69-75・第20図111)

8点出土した。 111はSQ02出土である。 69は片面加工で主要剥離面を残し、 111は半両面加工

であるが、他は両面加工である。側面から見た刃部の形態、は、 75が両刃であり、他は片刃である。

なお、 72は全体に火熱を受けている。また、 73は基部・刃部とも欠損した後に再調整している。

つUQd
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第17図遺構外出土遺物(4 )石器

石槍(第16図76-79)

4点出土した。 76・78は基部を、 79は刃部を欠損している。すべて両面に 2次加工を施して

おり、断面形は凸レンズ状を呈している。

不定形石器(第16留8u-9u・第17罰91. 92) 

17点出土し、 13点を図示した。すべて片面にのみ 2次加工を施したものである。 8u-84は縦

長の剥片を素材としている。 8u・8]は側辺に 2次加工を施し、刃部としたものである c なお81

は背面の打面側にも 2次加工が施されている。 82は剥片の縁辺に 2次加工を施しており、打癒

も背面側からの剥離により取り除かれている。 83・84は剥片の縁辺に部分的な 2次加工を施し

たものである。 85-87は横長の剥片を素材とし、 2次加工を施したものである。比較的厚し

材を選んでおり、角度のある刃部となっている。 88-9uは厚手の素材を選ぴ、剥片の湾曲した

部分に 2次加工を施したものである。 91は大きい剥片を素材としている。弧状を呈する背面末

端側の縁辺に 2次加工を施し、刃部としている。 92は転石に近い礁に、粗い剥離を加えて厚み

のある方形に形を整え、 a国側下端と d面倒上端に部分的な2次加工を施している。 a面末端

の剥離部分は鋭角となるが、 d面の剥離部分はほぼ直角である。
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第18図遺構外出土遺物(5 )石器

微小剥離痕のある剥片(第18図93-103)

19点出土し、 11点を図示した。 93-98は縦長の剥片である。 93は背面の両側縁に、 94・96は

背面の右側縁に、 95・97・98は背面の左側縁に剥離痕が認められる口 99-103は横長剥片を素

材としている。剥離痕は、 101で打点と反対側の直線的な縁辺の主要剥離面側に、 99・102は背

面のー側縁の一部と打点の反対側の縁辺の 2カ所認められる。また、 100・103では背面側の周

聞に連続する微小剥離痕が認められる。
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第2節中世一近世

打製石斧(第20罰112)

112はSQ02中より出土した。全体を粗い剥離によって接形に整形した後、基部側の両側縁

は厳打され、平滑にされている口使用により刃部の半分を欠損している。

出石・磨石(第19図104~ 109 ・第20図114~116)

114・115はSQ10に、 116はSQ09に用いられていた。 91聞出土したが、白石3個 (104・105・

115)、凹石兼磨石 3個 (106・107・114)、磨石 3個 (108・109・116)である。凹石では表裏

の 2 前に凹部が認められる。またその凹部は 2~3 箇所に認められるものが多し」また麿石で

も両国を磨商とするものが多し」なお、 109は火熱を受けており、片面が石lill状にくほめられ

ている。

石血(第20図117)

S D 12の縁から出土した。外堤があることから石皿と判断したが、大部分を欠損しており大

きさや形は不明である口硯の陸にあたると考えられる部分は平坦である。

石製品(第19図110)

110は薄い板状の石を円形に整形したもので、一部欠損している。両面に擦痕が著しし iO

第 2節中世~近世

検出した遺構には削平・盛土による整地地業跡と、石塩状遺構・溝跡、整地された部分に建

てられた建物の柱穴、その他に土坑・石敷遺構・集石遺構がある。

遺構内外から出土した遺物には陶磁器・砥石・柱材 e 礎石がある。

1 検出遺構

( 1 )整地地業

A区には中W:から近i止期と考えられる建物跡がある。この建物を建てるために斜面の北西側

を削り、その土を南東側に盛る整地地業が行われ、敷地を造成している。整地地業はMH47グ

リッドを頂点として南西のMJ弘、南東のMA44を結ぶラインから南側で行われており、およ

そMB44・MG44・MH42を結ぶ線を境に北側では削平が、南側では盛土が行われている。削

平によって生じた段差はMH46グリッドで最大1.8111である。盛土には黒褐急土を基調とする

ものと、黄褐色の地山土を多く混入したものがある。明瞭に盛土の観察されたME40グリッド

付ー近では最大70cmほどの厚さとなっており、土層の観察から少なくとも 2回の盛土地業が行わ

れている。また、削平された所でも、 SQ08の南側や SK 19の南東側のように、 j蒜の縁石の出

土状況から黒色土を薄く盛って、生活面としたと考えられる所もある。整地された範囲は全体

がru各方形を呈するものと考えられるが、北東辺の中央は沢の関口部にあたり、 SQ08が取り付

-39 
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くために張り出している D この整地面の広がりは南東側は石塩状遺構までの約32m、南西側は

調査部分が約26mで、調査区外にも続いている。

盛土に 2時期確認されたように、この整地地業にも変遷がある。この変遷については関連の

深い石垣状遺構や溝跡の変遷とともに検討しなければならないが、整地地業地の北東辺が4カ

所で僅かに膨らむのは削平範囲の変遷と対応したものである可能性がある。

( 2 )石垣状遺構

A区南東側で 3基検出した。盛土地業に対ー応して敷地南端部の土留用に作られたものと考え

られる口

S 009 (第21図・付図 2) 

M C42-M E40に設置されており、百層掘り下げ中に礁の上面が検出された口この遺構の西

側には地山土を多量に含む盛土が幅4-5rn前後広がっている。 遺構は a- cの3つの部分か

らなり、全長15mである。

S Q09 aは15-40cm前後の河原石を30-40cm程に積み上げており、北端が西側に曲がってい

る。基底幅40-75cm、長さ9.5mである口基底部側の擦は中央に立て掛けている口 SQ03の部

分では礁が少なくなっている。 SQ09 b は35-50cm前後の大きい消原石を用いている。 aの屈

曲部と対応して、弧状に並べられている口用いた礁が大きいためか積み上げられず、礁が2列

になる部分もある。幅30-50cm、高さ35cm前後、長さ2.2mである o a • b間は1.7-2.3mほ

ど空いて両者で SB 02に向かつて、「八」字状になっており、出入り口と考えられる。この間

は緩い斜面となっているが石段などの施設は検出されなかった。 SQ 09 cはbの北西側に

1.2m程離れている。 a同様に15-40cmの河原石を積み上げている口幅50cm前後、高さ20cm前

後、長さ1.8mで、直隷的である。 SQ09 cはこれを南東側に延長しでも bとはスムーズにつ

ながらず、より西側にずれた佼置にあるため、時期差がある可能性がある。

第20図116はお組みに用いられていた磨石で、ある口また、 SQ03の東側で、本遺構の磯上面

よりやや上から第28図124が出土している。

S Q10 (第21図 a付図 2) 

MA42-MB41に設置されている口径20cm前後の河原石を多く用いている。途中、部分的に

重ねられている傑もあるが、基本的には 2-3列に並べたものである。 l縮30-50cm、高さ15crn。

南側に崩れたとも考えられる擦が続いているが、明確にとらえられる部分の長さは4.8mであ

る。緩い斜面の下側にあり、際自体の積上が低く、縁石状である口

第19図114・115は石組に用いられていた磨石・凹石である。
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第2節中世一近世

S Q26 (第21国・付罰 2) 

M D41-M E42に設置されている。 SQ09の西側2.4mで、盛土層の下部で検出した口このた

め本遺構がSQ09より古い。本遺構の西側にも幅 2-3m程の地山土を多く混入した盛土層が

ある。この盛土層は西側で、 SQ05とした楳群を含む黒色盛土層に移行するものと考えられる。

本遺構も a-cの3部分からなり、全長11mであり、 SQ26 aはSQ09 aと平行する。 10-40crn

の河原石を組み上げているが、礁の組み方は SQ09より丁寧で、しっかりとした作りである。

北半の幅が広くなっているが、基底幅25-50crn、高さ20-40crn、長さ5.6mである口 SQ26 bは

aの北端から2.2m離れている。 aとほぼ藍行する向きになっており、|福40-60crn、高さ20-40crn、

長さ2.1mである。 SQ 26 cはbと平行し幅30-40crn、高さ30-40crn、長さ1.7mo b . cとも

に離を組み上げているがaに比べ著しく崩れている。 b・c間が出入り口と考えられる o S Q09 

が「八」字形を呈していたのに比べ藍線的である。礁に混じって剥片が1点出土している。

( 3 )溝跡

14条検出された。整地地業地の西~北側縁辺部にあるものが多く、整地地業と建物跡に関連

した遺構である。また北西側斜面上方にある SD07 も整地地業地に対応した平面ll~ を呈するこ

とから、同様の遺構と考えられる。

第22図に溝の!折間図を示したが、セクションポイントは付図 2中のものに対応する。

S 007 (第221豆1. f寸図 2) 

A区斜面途中のME48-M H48-M 147グリッドで検出された。平面形が鍵の手状となり、

整地地業地の北西側と対応する。上部i福28-90cm、底面IPffi16-32cm、深さ20-65cmo全長15.9111

である。東側は SQ08に続く小さな沢に抜けるむ

S 011 (第25図・付図 2) 

整地地業地商端のMG 46 -M H 47 -M I 44グリッドで検出された。表土・黒色盛土層下の

N層上面で確認できたD 平面形は北凶端で東に直角に折れる鍵の手状を呈するが、東側が短い。

上面I協10-30cm、底面幅10-18cm、j宋さ20cm、全長12.4mである。 MH45グリッドで SK 18を

切っており、西端はP1に、東側は1¥1G46グリッドで SD 14に接する。

S 012 (第22図・付図 2) 

SD11の東側 1mのMH45-M 144グリッドで検出された。南端は直線的であるが途中で屈

曲し、北端が弧状となる口上面i福40-50cm、成而幅30cm、深さ15-20cm、長さ6.6111である。

本遺構の南端は SD 13と重なるが、北端で SD 13を切っている。

S 013 (第22図・付図 2) 

S D12とほぼ同位置で部分的に重複するが、本遺構が古し ¥0ほぽ直線的なj詐跡で、北端はSK45 
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アー ウ H=115.6mーエオ一 日=113.4mーカ

土:::::，.._ 5007 二三~ 円~ .̂ ・n二二こさ.......__ ~V. 二ニミ~ 5012・13

竺二ゼメ二十二 一一 下~土=
;;主
成・地.(~程

1 1.1.¥褐色十:10YR3/2
H =1l3.8mーセ

2 !H褐色十:lOYR2/3 地
3 lI(f褐色十..10YR3/3 炭
4 'H尚色十一lOYR2/3 地
5 1)，¥位j色上lOYR3/2 1也
6 IIi"H劫fu.+.lOYR3/4 地.U~ 

5014 
S D14 ci にぶし'W!tG;l()YRi/3十n¥r品色士lOYR3/2

ケ_2 I1 =1l2.9mーコ
一一ぺ:\τ一一~111:~尚色ごi二10YR3/3
、一一一-- .J 2 11Iま褐色土10YR3/4

3 Ilt号制色土10YR3/4

ー 5 0 14 H = 113 . 1 mーシ 5015 H=112.9m 

ご¥ーでヶア?一一fι ソ一 一タ
一ーャー"7"--

2 1.1.¥住j色 r.lOYR3/2 地多

1 I.~渇色土lOYR2/3 地
5040 2 黒褐色 UOYR3/2 地 5D43 

ナ_H=112.6mニニ ノ-H=112.9mーハ

ーベr 上竺竺 ー=."- /-一一号一

褐色二i二10YR4/4 地 Ili'i制色十:lOYR3/，j 炭・地
5041 
ヌ H=1l2.6mーネ 5 D44 

一一ード一一一ー一一一~ H=lll.lm 
一一ーヘ 戸一一一一一 ヒ一 一フ
ーベーーノ一一三 三三三三

制色I-.lOYR4/4 地多

H = 113 5m ト

S D 14 e S D15 

S f)11 
1 lIiH~J色イーlOYR3/4 地多
S f)'12 
1 lIiH~J色イてlOYR::l/3 ;;~ 

11れ t~J 色十..1O YR::l/::l 成多
3 lIi¥制色!-.IOYR3/3 1也
4 !.I.¥悩色寸-JOYR2/3 Jえ・地
5 11dli制色十:10YR1/2
6 lIiHll色十一10YI，3/3 地
7 J:J~llli 住j色イて lOYR4/2 地・災
8 11;'，:悩色_-!-.lOYR3/勺地

第22図 溝跡土層図(半面ポイントは付関2中に示す)

m 

に取り付いている口上回幅60~80cm、底面Ip~20~30cm、深さ 18cm、長さ 9.3m。土層の観察で

は地山土を多量に混入した整地土によって埋め戻された状況が明らかであった。

S D14 (第22図・付図 2) 

S Dl1-13の南東側にこれらと平行する形で検出された。南西側は調査区外へ続いているが、

調査部分の長さは30.5mである。平面形は北丙辺16.5m、北東辺14mの鍵の手状を呈し、整地

地業地に対し北丙側では 4m前後東{則、北東辺では一部その裾に沿い、 SQ08に伴う張り出し

部分ではその南側を通って SD41に接している。上面幅48-72cm、成面幅18-30cm、深さ12-

26cmで、ある。全体を通じて規模は変わらないが、 M 143グリッドで 2条 (SD 14 a ・b)、M

E -M  G46グリッドで 3条 (SD 14 c - e )検出されている。 a. bの新!日関係は把握できな

かったが、 c - eについては e→ c→ dの)11真に新しし=。また、 MH46グリッドの SK 19とつな

がる部分、 ME46グリ y ドには溝の縁に礁が敷かれている(第25・26図)。

S D 15 (第22図・付図 2) 

S D 14の北西屈曲部の 2m内側の、町層上面で検出された口平面形は鍵の手状を呈するが全

体に曲線的である口上面幅20~35cm、底面幅8-16cm、深さ 6 -14cm、長さ7.3mである。
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S 037 (第22図・付図 2) 

S D 14北西辺北側の SQ08に接する位置にある。整地のために削平された範閤が大きく北側

に張り出す所の、北端に掘られた溝である。西端は SD 14に接し、東端は SD38に切られてい

る。上面幅22-38cm、底面幅10-18cm、深さ15cm、長さ3.7mである口

S 038 (第22図・付図 2) 

S D37と同様に SQ08に接する位置にあるが、 SD37とは角度が違って SQ08にほぼ産角に

接している。また西端は SK46を切って、 SD 14に接している。上面幅30cm、庭面幅10cm、深

さ12cm、長さ2.5mである。

S 039 (第22図・付図 2) 

S D 14の東端付近の 1m程南側にあり、 SD 14にほぼ平行している。商端は SD42に切られ

ている口上面!幅18-30cm、底面幅8-22cm、深さ10cm、長さ2.5mである D

S 040 (第22図・付図 2) 

S D39のさらに南側で検出された口 SD 15の東側延長線に対応する位置である。北西端が北

側に向かうが、その部分でSD42に切られている。上面幅16-32cm、底面幅8-26cm、深さ20cm、

長さ 6mである。

S 041 (第22図・付図 2) 

整地地業地北辺中央が北側に大きく張り出す部分で検出された口北端は SD42に切られてい

るが、 SQ08の東端付近から南側に伸ぴる溝であり、!日地形の沢筋にあたる。上面111~36-68cm 、

成面幅18-40cm、深さ24cm、長さ7.4mである。 SD 14の東端と接するが、その部分の北側で

若干l隔が狭くなっている。またその部分で覆土も異なり、南側の覆土は SD 14側の覆土と類飢

し一連の埋め戻しによるものである可能性があり、北側の覆土は SD43同様に地山土が多く混

入している。また P341に切られている。

S 042 (第22図・付図 2) 

S Q08を含む整地範囲の北東辺の裾にある溝跡である。東端は自Ij平部分の裾に沿って未調査

部分に伸びるが、溝の掘り方としては東側ほど不明瞭になる。調査部分の長さは19.8mであり、

上面幅50-80cm、底問中富山一24cm、深さ8-30cmで、ある。 SQ08と接するIVID . M E 46グリッ

ドでは、講の縁にJ擦が敷かれていた(第26函)0 また、 SD 39-41・43を切っており、本遺構

がそれらよりも新しい。

S 043 (第22図・付図 2) 

S D42の内側にあるが、南北両端共に SD42につながっている。多量の地山土を含む土によっ

て埋められており、 SD42の古い段階のものと考えられる。上国幅30-50cm、底面11I高18-25cm、

深さ16cm、長さ5.0mである。
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S 044 (第22図・付図 2) 

A区南端中央部で検出された。 SQ26に伴う盛土整地土下のrrb層付近から遺構の存在が予

測されたが、プランが明確になったのはN層上面である口 SQ09・26と平行し、直線的である。

南側は調査区外に伸びている口上面幅12-25cm、底面幅 5-8 cm、地山上面からの深さ12cm、

調査部分の長さ4.3mであり、途中に 2個のピットがある。

( 4 )柱穴群と建物跡

整地地業地内で総数453の柱穴が検出された。これらは一応中一位~近世のものとして記述す

るが、前述のとおり、特に南端のものについては縄文時代のものも含んでいる可能性がある。

数が著しく多いため整理作業時に、 P番号を振り直し、各ピットのデーターについては表にし

た口また、土層図の作成できたものについては第23・24図に掲載した。

全体に掘り方が大きく、その平面形が方形に近いものと、掘り方の規模の小さいものがある。

土層断面に柱の痕跡を残すものでは、その柱の径が20-40cm程で、ある口また P44・198からは

柱材(第29図137・138)が出土している。 P106からは第28図120のlillが、また P190からはそ

れと同一個体の可能性がある小破片が出土したが、掘り方内から遺物を出土したものは少ない。

これらの柱穴による建物については、その変遷などを含めて十分な検討を行うことができな

かった。ここでは柱穴の配列等から推定される 4棟の建物跡と柱穴列について記述するが、特

にSB04建物の柱列と平行もしくは直交する柱列が複数存在することから、 SB04のような建

物が数期にわたって建て替えられたと考えられる。

S 801 整地範囲の中央東端に位置する。 SQ09とSQ 10の間にあたる。 P446-449の4本か

らなる 1間X 1間の建物である。築行方向の柱間関1.6m、桁行方向の柱間隔3.2mである。

S 802 S B 01の北西3.4mにあたり、 SQ09の出入り口部分に取り付く位置にある。 P385-

387・389の4本からなる、]間X 1間の建物である。柱配置は台形となっており、柱間隔は北

側の築行方向で1.5mであるが、他はすべて2.1mである口

S 803 整地範囲の北東端に位置する。 P106・109・146・147・190・198・249・252・295・298・

323 . 325の柱穴からなる北東一南西方向(築、行方向) ]問、北西一南東方向(桁行方向) 5間の

建物である。築行方向の柱間簡は1.7m、桁行方向の柱間稿は南端が1.7mで、その他は2.3mで、ある。

S 804 整地範囲の中央西側に位置し、遺構群の中心となる建物である。 SB 03とは4.9m程

の間隔があるが建物の向きは平行する。南西側が調査区外へ続くものと考えられる、北東一南

西方向(桁行方向) 5問、北西一南東方向 4問を中心とし、北東・北西側に 1問づっ広がる府

状の部分が取り付く建物と考えられる。柱間関は中心となる部分では2.1mとなっているとこ

ろが多く、)布状の部分では1.8mとなる所が多い。
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柱穴 位置 規模 深さ①i奈さ①
1 IMI45 46 x (34) 

2 IlvII44 (36) x 31 

3 I MH45 66 x 48 

4 IlvII43 43 x 38 8.7 25.6 

5 IMI43 44 x 38 

6 IMI43 (41) x 40 

7 IMI43 18 x 2 

8 IMI43 11X11 

9 IMI43 24 x 21 47.8 63.0 

10 MI43 23 x 16 34.9 5l.1 

II MI43 16 x 14 15.5 33.2 

12 MI43 41 x 53 22.9 39.1 

M143 イシ 33.4 49.3 

14 MH. MI43 30 x 21 19.7 34.9 

15 MH43 39 x (44) 34.0 47.9 

16 MH43 42 X 44 42.8 56.2 

17 MH43 27 x 42 54.4 68.1 

18 MH44 16 X 20 29.7 5l.6 

19 iv!H44 39 x 44 26.3 45.5 

20 MH44 33 X 19 

21 MH44 41 X 46 

22 MH44 34 X 30 14.9 26.8 

23 MH44 26 x 15 

24 MH44 35 x 30 14.1 26.6 

25 MH44 10 X 10 

26 MH44 9 x 7 

27 長fH'14 30 >< 29 35.8 50.1 

28 MH44・45 23 x 25 35.3 47.5 

29 MH，14 23 x 24 14.1 45.3 

30 MH45 25 26 21.3 35.8 

31 MH45 24 x 18 

32 礼IG45 22 x 24 36.7 52.5 
dつuつ MG45 13 x 13 

34 MG45 17 x 13 

35 MG，j5 4つ3、、ー 吋っ4つd 30.7 43.5 

36 かIG45 20 X 12 25.1 36.8 

37 MG45 19 14 19.2 49.9 

38 MG46 18 18 23.4 33.1 

39 MG46 18 x 19 39.0 50.0 

40 MG46 27 x 33 3l.1 37.9 

41 MG45' 46 38 X 38 48.1 56.9 

42 MG45' 46 39 32 '10.1 ，17.5 

43 札IG46 31 x 25 

'1<1 !v!G46 60 x 50 63.3 71.0 

45 MH3 26 x 26 26.6 47.1 

46 MH・M14329 x 22 33.9 50.2 

47 MH43 27 2日 19.1 36.7 

48 MH43 23 X 26 

49 MH43 26 27 

150 MH43 32 X 31 27.8 43.6 

51 MIH3 26 X 27 29.7 44.0 

52 MH，j3・，1<1 22 41 56.4 Il.O 

53 MH44 22 x 36 

54 MH44 11 x 10 

55 l¥1H44 8 9 

56 MH44 20 x 15 20.2 37.1 

57 MH44 8 X 9 

58 MH44 18 X 14 

59 lvIH44 31 X 27 7.1 25.7 

60 MH44 29 X 36 25.1 35.7 

61 MH44 18 x 23 7.1 25.7 

62 MG' MH44 23 x 26 

63 MG44 36 x 40 53.0 70.7 

64 MG45 46 x 43 45.6 65.9 

65 MG45 36 x 54 50.3 69.2 

66 MG45 23 x 22 26.4 41. 5 

考 柱穴 位置

礎石あり 67 MG45 

68 MG45 

上部に際あり 69 MG45・46

> S014 70 MI52 

主主 S014 71 MH42 

>S014 72 MH' MI42 

73 MI-I42 

74 MH42 

75 MH43 

76 MH43 

77 MH43 

く P13 78 MH43 

> P12 79 MH43 

80 MH43 

く P16 81 MH43 

> P15 82 MH43 

第 23同 83 MH43 

< P19 84 lvIH43・44

> P18 85 MH44 

86 MG' MH44 

87 MG44 

88 MG44 

89 MG45 

90 MH42 

91 MI-l42 

92 MH42 

93 MH42・43

94 MH43 

95 MH43 

96 MG' MH43 

97 MH43' ，14 

98 MH44 

99 MG44 

100 MG4'1 

101 MG44 

102 孔!G44

103 MG，15 

104 MG45 

105 MG45 

106 lv!F' MG45 

107 MF' MG46 

108 MF46 

109 MF46 

第 231-:<1 110 MH42 

111 l¥!H42 

112 MG' MH43 

113 MG43 

< P49 114 MG43 

> P48 115 MG. MH43 

116 MG43 

117 MG43. 44 

118 MG43・44

119 MG44 

120 MG44 

121 MG44 

]22 MG44 

123 MG44 

124 MG45 

l25 MG45 

126 MF46 

127 MH42 

l28 MG43 

129 MG44 

130 MG44 

13l MF45 

132 MF45 

第2表柱穴(， ) 
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規模 i奈さ①i奈さ② {荷 考

50 X (30) 52.4 66.6 

18 x 24 48.0 56.7 

32 x 27 37.4 51.4 

(70) x 69 

53 x 56 87.1 116.5 > P72 第 23悶

62 x 68 < P71・73
39 X 45 46.0 74.1 > P72 

17 x 24 11.2 36.4 

21 x 21 

31 X 30 31.1 50.4 

51 x 50 36.2 59.9 第23閃

38 x 22 53.2 75.1 

18 x 18 27.8 43.6 

50 x (72) 58.3 78.8 < P81 第23関
62 x 52 80.2 101.4 > P80 第 23凶

42 x 38 5l.8 81.0 第 23鴎

50 x 48 54.3 78.0 第231到

(40) X 44 52.4 71.0 第 23図

36 x 50 68.4 85.2 

54 X 52 78.7 97.9 第231設

23 X 26 36.0 59.4 

36 X 40 49.2 68.9 

24 x 20 39.8 63.0 

32 X 34 21.2 54.4 

32 x 26 17.1 47.4 

20 X 24 21.8 55.9 

48 x 67 42.6 70.0 第231型i
31 X 32 24.0 55.9 

58 x 44 56.4 85.0 第 231z1

49 x 46 61.9 83.7 第231当

20 X 14 

31 x 30 33.4 5l.2 

37 X 28 45.0 58.0 

31 X 46 

39 x 45 44.2 68.9 

22 x 15 14.8 38.3 

39 x 34 7.1 29.3 

')')λ.13 24.5 46.2 

50 X 54 37.0 56.1 

38 X 38 34.0 44.7 

32 x 32 45.9 55.8 

34 X 31 :30.7 42.2 

38 x 26 43.1 53.8 

3G x 38 21.1 55.8 

30 36 44.5 80.9 

66 x 67 '13.9 81.0 第 231"1

46 35 38.2 6l.2 

30 x 32 22.9 52.0 > P115 

(32) 31 28.0 5，1.8 く P11f!

88 x 54 50.6 84.3 耳~ 24L";(J 
47 x 31 45.0 75.8 

36 24 

90 x 64 43.6 75.5 < P120 
6.1 x 92 33.3 GG.2 > P119 

67 x 80 70.1 93.8 tfi 241立!
58 x 41 38.3 73.7 

35 x 42 26.8 54.5 

23 x 21 14.8 43.2 

34 x 33 

16 x 14 < S014d 
36 x 38 

54 x 66 24.2 59.5 

52 x 48 34.0 68.0 百i24 I::iJ 
34 x 34 13.3 43.8 

38 x 34 32.5 59.3 

20 x ]8 26.9 38.8 

(附①は地111上面から 1" ç.，(J).;'l，".~. ) 
i架さ②はlt心;113.0mからの深さ。/
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柱穴 位置 規模 深さ①j奈さ②

133 MH42 20><20 

134 MH42 32><33 

135 MG' MH42 24><21 29.2 81.2 

136 MG43 37><21 

137 MG43 42>< (31) 10.8 60.4 

138 MG43 38><44 26.2 72.4 

139 MG44 26><26 24.0 60.0 

140 MG44 31><27 35.4 73.7 

141 MG44 33><31 33.0 7.9 

142 MF44 28><23 30.3 61.4 

143 MF44 31><34 9.2 44.1 

144 
1.一Mh一i一F一F一44一一45 ー-

9><16 

145 30><16 45.5 71.0 

146 MF45 52><7'1 39.0 61.2 

147 MF45 26><43 60.1 72.5 

148 MF46 15><16 16.0 27.7 

149 MF46 13><17 26.8 39.1 

150 MH41 .42 67><47 

151 MG. MH42 31><25 

152 MG42 31><39 

153 MG42 45><48 24.1 79.1 

154 MG'12・43 41><34 26.8 89.3 

155 MG42 44><40 24.2 90.9 

156 MG43 .44 36><38 

157 MF44 21><11 

158 MF44 40><38 18.8 56.1 

159 MF44 29><28 41.6 77.4 

160 lvlF44 29><34 37.5 73.9 

161 MF45 43><43 8.6 38.0 

162 MF45 26><26 28.8 57.，1 

163 MF45 18><26 

164 MF45 35><46 12.8 30.1 

165 MF46 27><38 45.7 66.3 

166 lvlG'12 26><27 27.1 110.9 

167 MG42 37><36 15.9 102.9 

168 MG42 24><24 4.1 91.2 

169 MG42 22><24 10.5 87.6 

170 MG，12 16><17 19.6 99./1 

171 孔lG42 23><20 23.9 106.8 

172 lv1G42・43 49><48 54.1 124.8 

173 MG43 14><12 

174 MG43 13><12 

175 MI'43 18><21 

176 MH3 (30) :"，1，1 

177 ivW43 56><63 126.8 90.0 

178 MF44 26><16 11.4 69.3 

179 MF44 47><50 ! 30.9 88.9 

180 MF44 21><20 18.0 74.2 

181 MF44 ー14><39 35.0 97.2 

182 MF!14 45><41 40.1 91.0 

183 MF44 14><11 13.4 56.9 

184 MF44 26;ど22 12.7 57.4 

185 MF44 35><:43 23.4 63.9 

186 41><:47 37.8 88.2 

187 15><28 22.'1 68.0 

188 MF44・45 41 ><43 64.9 98.2 

189 MF45 12><14 

190 MF45 54><50 53.8 84.0 

191 MF45 27><31 11.5 47.0 

192 MF45 27><25 19.8 53.8 

193 MF45 62><30 41.0 69.1 

194 M1'45 22><18 27.8 55.6 

195 ME45 36><18 24.9 52.7 

196 ME45 28><24 18.5 53.4 

197 ME45 23><31 

198 ME45 (48) ><40 76.0 

考 柱穴 位置

199 ME45 

200 ME45 

201 ME45 

202 MG41 

< P138 203 MG41 

> P137 204 MG41 

205 MG42 

206 乱lG42

207 MG42 

208 MG42 

209 MG42 

210 MG42 

211 MG42 

212 MF42 

213 1¥11'42 

214 MF43 

215 M1" Iv!G43 

216 M1'43 

i 217 MF43 
218 MF43 

219 MF43 

> P155 220 MF43 

< P154 221 MF43 

ワムJワU ワU MF43 

223 MF43 

く P160 224 MF44 

225 M1'44 

> P158 226 MF44 

227 M1'44 

228 MF44 

> P16，i 229 M1'44 

く P163 230 ME45 

231 ME45 

232 ME45 

~ ME45 
234 ME45 

235 ME45・'16

236 ME46 

237 MG41 

第24図 238 MI'42 

1239 MF4:'l 

240 礼[F，13

241 M1'43 

< P177 :;，12 ME45 
> P176 ~~241玄l 243 ME45 

1244 ME45 

245 ME45 

1直24子6 ivW43 
l¥IE44 

1248 札lE41

249 ME44・45

250 ME45 

251 ME45 

254 MG41 

255 MG46 

256 MF42 

257 MF42 

258 MF42 

259 MF43 

260 MF43 

261 ME44 

262 ME44 

263 ME44 

> P199 ?，i~24似l 264 ME44 

第3表柱穴(2 ) 

… 48-

規僕

25><33 

27><28 

10><10 

19><24 

78><56 

19><38 

32><39 

42><38 

46><38 

32><38 

64><40 

17><15 

20><12 

60><52 

50><54 

47><38 

16>< 12 

23><21 

28><24 

42><52 

26><18 

11 ><18 

19><28 

8><6 

10><8 

13 >< 18 

8X13 

28><32 

26><24 

38><36 

11><12 

17><16 

15><10 

21><24 

17><15 

12><10 

18><26 

48><48 

:'l6 >< 37 

:30X33 

18><11 

18>< 17 

17><19 

27><34 

11 ><18 

33><40 

32><54 

23><21 

40><46 

50><66 

19><20 

24 ><18 

56><59 

24><32 

27><28 

36><36 

32><26 

17>< 13 

27><26 

24 ><32 

25><19 

22><20 

深さai栄さ 制li 考

71.0 < P198 第24図
33.1 66.4 

41.8 110.1 

46.0 107.5 > P206 第24図
42.5 104.0 < P205 第24図
34.2 95.3 

34.2 95.3 

30.0 82.0 第24関

4551..4 2 
96.9 第24図

114.5 第24凶

9.4 100.7 

9.0 103.5 

22.4 115.3 第24図

13.3 97.2 

10.6 91.8 

< P222 
12.1 85.3 > P221 
14.9 90.8 

28.9 92.1 

28.3 92.2 

9.5 75.7 

16.8 83.6 

11.1 75.0 

20.3 69.4 

31. 7 65.4 

16.6 !18.2 

19.2 49.9 

16.7 92.2 

9. S 93.8 第24図

13.1 88.9 

9.8 94.7 

12.3 86.4 

25.1 78.2 

42.6 88.0 

2.6 38.2 

49.2 81.8 

15.7 117.2 

11.5 100.2 

20.8 115.0 

16.9 78.4 > P262 
18.0 82.0 く P261

23.8 79.1 

20.5 74.1 

(I奈さ①は地L11上i頂から。)
深さ②lま襟i¥'1j113.0mからの深さ。/



柱穴 位置 規模 深さai奈さ② 部1i
265 ME44 32><34 27.1 76.9 

266 ME44 25><24 

267 lvIE45 28><36 33.0 80.3 

268 ME44・45 32><47 

269 MD . ME45 26><22 19.3 43.6 

270 MF41 14><16 22.7 140.0 < P271 
271 MF41 30><31 23.4 151. 9 > P270 
272 MF42 41><36 55.2 153.4 

273 ME. MF43 75><44 

274 lvIE4.3 22><20 8.9 94.3 

275 lv!E43 16><17 8.3 94.'1 

276 ME44 22><26 35.2 90.7 

277 ME45 26><30 7.6 68.4 

278 ME44 42><50 19.9 82.5 

279 ME44 33><34 23.1 78.9 

280 lvlE44 39><42 23.1 80.0 

281 .ME4A 26><18 

282 ME44 . 45 38><34 38.7 87.2 

283 ME45 32><24 33.9 74.1 

284 乱1045 24><16 10.0 33.6 

285 ME44 32><28 23.2 92.7 

286 ME44 32><22 15.8 88.7 

287 ME44 18><23 7.6 68.4 

288 ME44 25><23 17.5 69.4 

289 MF41 24><27 

290 MF41 ム25Xゐqゐq 40.1 184.5 

291 ME43 18><28 6.8 105.6 

292 ME43 22><22 16.7 110.1 

293 ι1E43 44><50 14.8 100.0 

294 ME44 22X21 

295 ME4/1 40><47 52.6 108.9 

296 MD44 23><24 33.1 83.8 

297 MD4.1 20><26 21.5 69.9 

298 MD45 40><40 40.0 82.3 

299 MN5 30><21 8.4 41.3 

300 MD45 23><24 35.6 60.1 

301 MF41 22><19 11.9 165.3 

302 孔IF41 28><31 11.0 157.0 
札つ30、、っJ ME42 20><18 16.7 139.5 

304 ME43 19><23 7.3 106.5 

305 ME'13 54X54 32.6 102.0 

306 ME43 19><30 2.1 .0 105.5 

307 ME44 29><21 .16.1 

308 ME44 29><21 

309 1¥'1045 31><30 

310 ME42 38><29 25.5 159.4 

311 ME12 . 13 46><12 22.6 113.1 

i 312 ME43 36><31 dつ5οn 140.0 

313 ME43 33>< 37 30.0 127.4 

314 ME43 23><29 22.1 114.8 

315 MD. ME44 23><17 24.9 105.7 > P316 
316 MD. ME44 36><34 21.5 101.5 ぐ P315

317 MD'11 3，1><4，1 

318 MD45 26><17 日.3 43.8 

319 MD45 21 ><21 26.3 56.7 

320 lvID45 38><39 

321 MD45 18><24 

322 ME43 37><36 55.3 141.0 

323 MD44 50><53 44.8 119.0 

324 MD44 34 ><37 41.7 190.5 

325 MD44 58><42 43.0 90.6 

326 lvID45 16><12 

327 ME43 30><26 8.3 125.4 

328 ME43 56><62 18.8 124.8 

329 MD43 38><34 21.4 111.8 

330 MD44 30><22 12.5 95.9 

考 柱穴 位置 !日2模
331 MD44 . 45 22><37 

332 MF40 27><28 

333 ME43 56><44 

334 MD.lvfE43 26><30 

335 JvID43 21><26 

336 JvID43 56><60 

337 MD44 20X26 

338 JvID44 28><30 

339 MD44 19><l3 

340 MD44 1;:;><40 

341 MD4'1 38><68 

MC45 46><30 

MF39 45><34 

344 MF39 45X36 

345 MF.10 32><26 

346 MF40 34X36 

317 MF40 17X16 

348 MF40 34><48 

349 MD43 10><14 

350 MD43 34><28 

351 MD43 38><43 

352 MD43 (28) ><38 

353 MD44 32X34 

354 lvlO44 21 ><14 

355 JvIC44 27><22 

356 lvIC44 . 45 亡d今ム 、><45

357 MC45 24><20 

358 lv!C/!5 20><18 

359 lv1F40 28>< 28 

360 lv!E40 36>'く28

361 fvlE40 34 :<42 

362 ME4J 19;{ 18 

363 lvIE.11 17:<22 

364 lvIE41 10><12 

365 lvlE41 13>< 13 

366 lvlE42 18>< 14 

367 lvID43 14><14 

368 1¥1043 13:<9 

369 lvlD43 21 ><38 

370 MD43 31><30 

371 lvlC' lvlO44 37X47 

372 lvlC44 38>て26

373 MC44 40><38 

374 MC44 

375 1I1F39 30 >~ 29 

376 MF39 28X18 

377 ME39 37X39 

378 ME40 22><24 

379 ME40 32X29 

380 !l1E40 25><25 

381 ME40 21 ><16 

382 ME40 36X28 

383 ME41 

::184 ?ν1E41 

385 ME41 46><34 

386 MD42 42><50 

387 MD42 26><60 

388 MD42 (30) ><49 

389 MD41 38><50 

390 MD41・42 31><28 

391 MD42 60><56 

392 MD42 23><21 

393 恥1043 14X15 

394 MD43 21 X 16 

395 lvID43 54><58 

396 MD43 41 ><27 

第4表柱穴(3 ) 

-49 

第2白i'i 中世一近世

i寒さa深さ② 制t 考

24.7 71.6 

23.0 144.8 

18.8 124.8 

21.4 111.8 

10.0 96.4 

15.5 106.5 

23.0 144.8 

18.8 124.8 

21.4 111.8 

29.4 119.0 

70.6 91守3

34.6 236.0 

22.9 221.0 

12.5 208.7 

11.6 206.7 

10.7 199.5 

20.0 123.4 

18.9 111.9 > P352 
11. 7 106.9 < P351 
6.0 92.7 

18.0 87.9 

11.4 61.1 

56.5 100.2 

21.5 

79./1 105.0 

24.3 224.3 

64.9 263.2 

11.8 209.0 

8.1 203.J 

11.3 20.1.5 

14.5 126.7 

19.4 131.7 

18.1 124.2 

31.4 138.9 

40.1 114.6 

20.5 88.8 
】つつu.つ】 84.7 

23.5 74.6 

23.0 227.9 

11.2 217.1 

31.8 2/12.3 

46.1 249.2 

37.5 238.3 

47.6 246.5 

24.2 226.0 

49.0 つ〕亡リ臼つ. つ-

6.0 207.0 

2:-¥.1 21 S.4 

17.5 203.5 

15.1 167.0 

25.5 220.9 > P388 
く P387

11. 8 214.0 

24.7 215.6 

19.5 188.8 

30.4 210.8 

15.9 165.4 

9.3 157.2 

31.1 156.5 

10.9 153.4 

①l地山上凶から。)
深さ②は際高 113.001からの深さ。/



第一4章調査の記録
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H者褐色土10YR3/3 1 11資褐色土10YR3/4 炭 (~ 寸
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日音褐色土lOYR3/4 決多 一戸

6 炭化物フJロック

7 階褐色土lOYR3/3 炭
8 11音褐色土10YR3/4 地
9 a奇褐色土10YR3/4 地
10 黄褐色土10YR5/8
11 日昔褐色ーす~10YR3/3
12 !者褐色土10YR5/

⑧ -F5 

一人Oj
-ト11ケペ 一二 h 12.8111- .....___斗/

一三五

P80 
1 11音褐色土lOYR3/4 炭
2 11音褐色土10YR3/4 地・ l深
3 11竜褐色土lOY悶 /6 燦
P81 
1 目前易色ごiτlOYR3/:3 m. J也
2 褐色土lOYR3/4 地
3 褐色土lOYR4/6 燦

1 日出品色土lOYR3/4 地・ jえ
2 日開局色土lOYR3/4
3 黒褐色土10YR3/2 地
4 褐色土lOYR4/4 地
5 1lt褐色ロームブロック10YR5/8

1 黒褐色士lOY記2/3 地・ 1え
2 11奇矯色ゴ二10YR3/3 地
3 灰白色ロームブロ yク10YR8/2
4 2竜褐色土10YR5/8
5 褐色ニtlOYR4/6
6 褐色土lOYR2/:3
7 黒褐色土lOYR2/2 炭

H =112.8m-

1 IIff褐色土lOYR3/3 J也
2 黒褐色土10YR2/2 炭
3 !¥Il¥褐色土10YR2/2 地
4 ]Tl.褐色二i二10YR5/6
5 黒褐色土10YR2/2 炭

P1l2 
1 I.察衛色土10YR2/3
2 黒褐色土10YR2/3 J也
3 黒褐色土10YR2/3 地多
4 1者褐色土lOYR5/6
+黒褐色土10YR2/3

第23図柱穴(1 ) 
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第4章調査の記録

柱穴 位置 規模 深さ① i奈さ② 市in 考

397 MC45 20X28 29.1 74.0 

398 MC44 30X32 12.5 63.8 

399 ME39 31X34 

400 ME39 25X25 28.5 233.2 

401 ME40 23X23 21.0 224.7 

402 ME40 21X18 15.1 228.0 

403 ME39 28X28 25.4 241. 9 

404 ME39 20X21 

405 ME39 36X40 44.2 258.6 

406 ME39 28X25 19.9 230.3 

407 ME39 30X33 29.8 253.4 

408 ME39 28X24 4fi.日 79.6 

409 ME39 34x28 29.7 250.8 

410 ME39 20X20 23.5 249.7 

411 ME39 34X40 66.7 280.4 

t1l2 ME39 38X3'1 '14.6 261.1 

413 MD・ME39 47X46 30.1 253.5 

414 ME40 27X24 24.4 233.2 

415 ME40 25X32 49.8 277.2 

416 ME'10 28X23 36.4 255.8 

417 MD41 47X21 21.5 229.5 

418 MD41 39X34 32.9 246.3 

419 MD39 26X16 23.4 262.5 

420 MD39 30X23 46.7 285.7 

421 MD39 34X35 39.9 267.2 

422 MD39 31X28 18.2 258.2 

423 MD39 22x19 

，124 MD39 25X25 17.2 246.0 

425 MD39 25X24 30.7 261.0 

柱穴 {立澄 規模

426 MD39 39X43 

427 MD39 33X40 

428 MD39 34X32 

429 か1C40 26X37 

430 MC40 26X20 

431 MC41 28X32 

432 MC43 22X22 

433 lv1C43 18X20 

434 MC43 22X16 

435 MC43 22X20 

436 MC43 18X19 

，1.37 MB'12 28X2日

438 MB42 11X16 

439 MA42 28X24 

440 MA42 40X27 

441 MA42 24X24 

442 MA42 24X23 

443 lvlA42 28X24 

444 lvlB43 14X14 

445 lv1B43 26X34 

446 lv1C41 32X33 

447 lvlC41 31X24 

448 MC10 23X18 

449 MC . lvlD41 、5ワ')V、5円U 

450 MD47 22X22 

451 MD47 '15X28 

452 MD46 28x26 

453 LN9 61 X81 

第5表柱穴(4 ) 

i菜さ① i菜さ② 明t 考

31. 7 254.7 

56.7 281.7 

28.2 256.2 

25.6 259.1 

20.4 263.0 

16.6 193.6 

22.4 192.7 

16.9 180.6 

35.3 180.0 

13.6 151.1 

18.6 298.4 

11.6 298.5 

15.7 311. 7 

24.5 303.0 

24.8 278.1 

18.0 270.5 

20.4 185.5 

26.5 263.2 

28.4 271.2 

33.4 288.7 

38，1 267.8 

(深さ①は地LLJ上耐も。)
深さ②は標高 113.0111からの深さ。/

なおSB03・04は、一応二つの建物を想定したが、柱の並ぴが通る所があること、またこの

建物の間にも柱穴があることから一つの建物である可能性もある。

S A05 整地範囲の北東側で、 SD41と並ぶ位置にある口 P342・355・356. 371・372からな

るキ主列である。

( 5 )土坑

S K 16 (第25図)

SDllの屈曲部北側の、 上面で検出された口整地のために削平された部分より北側で、

斜面の上方向にある。確認面での平田形は長径90X短径67cmの楕円形を呈する。長軸方位はN

-65
0

-W、深さ88cmで、ある。底面は一辺40cm前後の不整方形を呈する。壁はほぼ直角に立ち

上がり、関口部に向けて僅かに外傾する。 は10)留に分けられる。なお、底面付近では常に

水がしみ出ている口底面の西側に径27cm、深さ18cm程のピットがあり、その中に杭状の材(第

29罰136)が残っていた。材質はコナラ亜属である(第 5章参照)口

S K 18 (第25図)

整地範囲の北西辺に接する位置のN層上面で検出された。このため上部の北西がSDllに切

られている。平面形は長辺100cm、短辺53cmの長方形を呈する。長軸方位はN-35
0 

- E、深さ

は19cmで、ある。床面は平坦である。覆土は 1層で黒褐色を呈する。遺物は出土しなかった。

-52-
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第 4章調査の記録

S K 19 (第25図)

SDl1の屈曲部内側で検出された。削平した整地範囲の北西隅にあたる口 a層下の盛土整地

面で擦群が集中しており、盛土整地面下で本土坑を確認した。平面形は長軸125cm、短軸90cm

の楕円形を呈する。長軸方位N-50
0-wで、深さ28cmで、ある。底面は中央部が緩くくぼむ。

壁は緩く外傾して立ち上がる。覆土は、黒褐色を基調とした混土のl層で、多くの礁とともに

埋め戻されたものと考えられる。土坑の南東側は幅30cmの溝で、 SD 14に続いている。この

ため、 SD 14と一連で機能したことが推定される。また、この土坑が埋め戻された時のl擦が、

S D 14の縁に並ぶ形となっており、 SD 14の 1時期とのみ併存したものと考えられる口遺物は

出土しなかった。

S K45 (第25図)

S D 13の北東端に取り付いた土坑で、 層上面で検出された。平面形は一辺105cm前後の略

方形を呈し、深さは42cmで、ある口底面は西側に鑑かに傾斜し、壁は車線的に外傾する。覆土

は6層に分けられる。黒褐色土と黄褐色土が互層をなし、埋め戻された状況が顕著である。底

面付近では常に水が湧いている。底面西側に、径25cm、深さ11cm程のピットがある。 SD 13 

との新旧関係は、向時か若しくは SD 13が新しいものと考えられる。遺物は出土しなかった。

S K46 (第25図)

部平整地された範囲の北辺に近い部分で、 SD 14・37・38に閉まれた所の層上面で検出さ

れた。この部分は南向きに緩く傾斜している。遺構は SD 14と38に切られており、南半は不明

である。遺存する部分の平面形は方形を呈している。 深さはllcmo 底面は地形に対応して、

緩く傾斜している。壌は車娘的に外傾するD 覆土は 2層に分けられる。遺物は出土しなかった。

S K47 (第25図)

SD14北辺中央部で部分的にSD14 と重複する Jf~で検出された口重複部分ではSD14の底面で遺

構プランを検出したことから、 SD14と同時か、本選構が古い。平面形は長経117X短経57cmの

楕円形を呈する口長軸方位N-35
0

Wである口重複しない部分では患を24cm掘り込んでいる。

区iは作成できなかった。遺構内から遺物は出土しなかった。

( 6 )石敷遺構

S 008 (第26関)

整地地業地の北側斜面には、 rlf; 1. 6m~まどの埋没した沢がある口本遺構はこの沢が整地地業

地に関口する、 MD . M E46グリッドで検出された。 層掘り下げによって石敷状の磯群が露

出し、また層上面まで掘り下げて、この部分が方形に掘り込まれていることが判明したため

石敷状の磯群と一連の遺構と判断した。

石敷状の際群には10~30cm前後の河原石が用いられており、その上面は非常に平坦である。
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S 008 

石敷は沢と接する北東部分を除き、北東一南西方向に2.2m、北西一南東方向に2.1mほどの広

がりがあり、南側は SD42に接している。 河原石を敷いた掘り方は、北東一南西方向が2.4m、

北西一南東方向が3m程であるが、東側は沢の肩を利用しており、西半を掘り込んだものであ

る。 1諜群の下部には礁を敷く段階で黒色土を盛っている。

遺構が沢の関口部にあること、また石敷の状態から本遺構は沢水を利用する作業場的性格を

もつものと考えられる。また、遺構としては取り上げなかったがC区ME50グリッドの沢中に

径50cm前後、高さ49cmの巨大な河原石が置かれており、本遺構と関連する可能性がある。

第26図

( 7 )集石遺構

礁の集中した遺構を一括した。 5基あるが、集石の形態には 3種類ある。 SQ02・04は積石

塚状を呈し、 SQ03・28は上部が平坦となるように組まれている。 SQ05は広い範囲に、多く

の礁が検出されたが、明確なまとまりなどはなく、整地地業に伴って廃棄された地山礁である D

に
U
に
リ



S Q02 (第21図)

S B01の北側に分布し、擦の上部は現地表面に露出していた口また、礁の最下部がSQ09 b 

にかぶさっている部分があることから SQ09より新しし=。また、 SB01の柱穴は擦を除去して

後に検出されたため、 SB01より新しい。 5-35cm大の河原石を集めて積み上げたものであり、

中央部が僅かに高い。 遺構の精査は蝶面の写真撮影後に擦を除去しながら進めたが、確認当初

から 3面の礁面を検出した口第21函は、確認当初の状態であるが、エレベーション図に下屈の

燥を補足している。平面形はほぼ円形を呈し、径3.2m程である。 磯上面から遺構下面までの

高さは47cmで、ある。南側に方形に張り出す部分があり一辺90cmで、ある。またこの部分は擦の上

面がほぼ平坦である。使用された礁中には第20図111や剥片 1点が含まれるD また、礁群中下

部からは第28函119の閥磁器破片と東北地方産と見られる近佐陶器の小破片 1点が出土しでお

り、それ以降に構築されたものと考えられる。

S Q03 (第21図)

S Q09中央部やや北西側で検出された。これも礁の一部が現地表面に露出していた。位置的

には SQ09に接する部分であり、 SQ09はこの部分が僅かに途切れているため、 SQ09と一連

のものである可能性も考えられる。ただし礁の下面は SQ09の西に広がる盛土整地面より僅か

に高く、一応本遺構が新しいものと考えておく。 15-30cm前後の河原芯を並べた遺構であり、

擦の上面は平坦になっている。平田形はほぼ円形を呈し、径120cm程で、ある口遺構の東側でS

Q09の上に堆積した土層中より第28

図124が出土している。

S Q04 (第27函)

A区南西端中央部のMG40グリッ

ドに検出された。蝶の一部は現地表

面に露出していた。径5-20cmの河原

第4章調査の記録

石・地山礁を積み上げたものであり、

中央部が僅かに高くなる点で SQ02 

と類似するが、用いられた擦の大き

さや、全体の規模が小さく、機面は

2面確認されただけである。平面形

は径2.5mの円形で、磯上面から遺構

下面までの高さは35cmほどである。

使用された擦に混じって剥片 1点

とすり鉢の破片 1点(第20図113)が

A一一

仁J
i
i
u
 

第27図 SQ04 
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出土した。すり鉢は17-18世紀に位置付けられるため、それ以降に作られたものと考えられる。

S 005 (付図 1) 

A区中央南西部のMG42・43グリッドを中心に、黒色土中で検出された地山諜群である。襟

群の出土範囲は直径約12mほどである。この範囲の地山部の地形は周囲より僅かにくぽむ部分

にあたる。礁は数多く出土しているが、部分的なまとまり、上部及び下部に続く掘り込みなど

は認められない。またこの際群を含む黒色土は整地地業地内に建てられた SB04などの建物の

柱穴に切られている。これらのことからこの SQQ5は削平地業によって出土した地山礁を、地

形的にくぽんだこの部分に入れた諜群と考えられる。

S Q28 (第21図)

M C41グリッド、 SQ02の南端で検出された口擦の一部は現地表面に露出していた。径25cm

前後の河原石を用いており、平面形は椅円形を呈する。 磯群の上面は平坦で、 SQ03と類似し

た形態である。長径125cm、短径98cmで、長軸方位N-43
0

-Eである。使用された礁に混じっ

て第20図112の打製石斧が出土している。

2 出土遺物

( 1 )陶磁器

遺構内外から 22点出土した。そのうち小破片の 5点を除く 17点を図示した。年代的に 16

世紀以前のもの、 17世紀代のもの、 18世紀代のものがある。 16世紀以前のものは 118-120 

の3点である。 118は中国系の白磁・阻であるo119はSQ 02の磯群の下部から出土した。 119

は江戸後期のものである可能性もあるが、李朝の血ないしは椀と考えられる。 120は瀬戸産の

端反皿である。見込みにキク判がある。法量は推定口径 11.5cm、底径6.3cm、器高 3.6cmで、ある。

17世紀代のものは 5点ある。肥前産の染め付けのある 7-9と、肥前産かと考えられる 129・

130のすり鉢である。 18世紀代と考えられるものは 6点である。 124は東北地方産の血である。

見込みは蛇ノ目紬ハギされている。法量は推定口径 11.5cm、高台部径3.5cm、器高 5.0cmで、ある。

125は肥前産の白磁、 126・128は肥前産の染め付け磁器である。また 132-134のすり鉢の

うち、 132は肥前産の可能性があるが、他は東北地方産かと考えられる。なお 127は肥前産で

染め付けのある椀の破片であり、 131は備前系と考えられるすり鉢の破片であるがともに 17

-18世紀に位置付けられる。

( 2 )砥石

MG  43グリッドから 1点出土した。非常に良く使い込まれており上下両面まで含めた 6面

を使用している。
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第2節中世一近世

No 出土fすi貴 尚そ 地 練習り 器種 形態の特徴 技法の特徴 担寺 期 f市 考

118 MC40 1 中国系 白 I~ JIJl 16C前一中

119 SQ02下部 李朝 F句 碗か血 15C-16C? 江戸後期のものと

の関連に陵味さが

残る。尻八館に類

例あり

120 Pl44掘形 瀬戸・美濃 陶 m キク判 ワドチという工兵で 16C前一中 弘前やi良!淘波等に

;重ね焼 類19U

121 MG43 II 日担前 染付 血 見込内に区画し思~車~ 畳1~. f.dlハギ 1640-1650 123より高台の整

と草花文; 形が丁寧

122 MF44 II 肥前 染fOJ m 草花文 砂のi容着 1640-1650 

123 MC41 II JJ巴前 染付 血 高台部のケズリ甘く

中高が広いo !l:1:rr慌の 長付税iハギ 1620-1640 

文様?

124 SQ03・091問 東北地方 F句 皿 見込み蛇ノ日紬ノ、ギ わら沃利l 18C 

125 MF42 II fl!';l詰{波佐美) 白磁 皿 見込み蛇ノ B干jlJノ、ギ 18C 日常雑器低部無

f.lhのものが多い

126 MFAl II H巴jlIj 染付 碗 腰部。草花文、菊花? 1640-1660 

127 MF41 II 月巴前 t?~付 R屯 17C後一18C

128 MF42 II 月巴前 染付 釜物? 腰部で区闘し遂弁文 蛇ノ呂田形高台。 n話 18C代 火込れであれば内

のー穫を巡す 合理ilJハギ部に焼むら 砲が無理IIJ

129 MF42 II 組前? 陶 播f本 胴部}n~WIIJ 17C 

130 MG42 1 JJ巴出iJ? 陶 情鉢 胴無無理由 17C 

131 SQ04機中 備員11I系 Fお 揺鉢 17C-18C 

132 MF43 1 JJ!，;高ii? 陶 揺鉢 口縁部のみ施f.lh 18C1立

133 MF42 II 東北? 陶 f話鉢 施手'dlと自のつまり具 18C位?

合に特徴

134 MF42 II 東北? 陶 J話鉢 施糊と日のつまり具 18C1v: 
合に特徴

第6表翻磁器観察表

( 3 )柱材(第30図)

S K 16・P44・198から各 1本の計 3本出土した。 SK 16から出土した136は、先端部の断面

形が三角形であり、杭材と考えられる口残存する長さは35cmで、あり、材質はコナラ亜属コナラ

節と同定された。 138はP44、137はP198から出土した柱材で、ある。 138は表面の腐食が著しく

やせており、現存する部分は径 9cm前後、長さ39cmで、ある。 137は遺存が良く、表面には製材

時の痕跡と思われる部分がある。径17cm前後、長さ27cmで、ある。材質は138がクリ、 137がモク

レン属である。(材質は第 5章参照)

( 4 )礎石

礁の中央に残る黒斑により、礎石ととらえたものが11点ある。 P239 (第24図)のように、

本来は柱穴の底部に置かれ、柱材の礎石として使用された礁である口長径14~26cm前後の偏平

な1擦が多いo 139~142は柱穴の底部あるいは覆土中から、 143~149は遺構外から出土した口
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139 140 

亡二二フ

141 

亡二コ

142 

三一二〉
。 10cm 

第30図出土遺物(3 )礎お 1
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第 1節放射性炭素年代測定

第 5章 自然科学分析

第 1節放射性炭素年代測定

学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

1991年12月24日受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通り御報告いたしま

す。なお年代値の算出には14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用しています。また

付記した誤差は β線の計数値の標準偏差 σにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (ONE

SIGMA) に相当する年代です。また試料の戸線計数率と自然計数率の差が2σ以下のときは3

σに相当する年代を下限の年代値 (B. P .)として表示してあります。また試料のF線計数率

と現在の標準炭素 (MODERNSTANDARD CARBON) についての計数率との差が2σ以下のと

きには、 Modernと表示し、 O14C %を付記しであります。

百己

Code No. 試料

GaK -16150 W ood Charcoal frorn茂竹沢遺跡

No. 1 8 S T Z S 1 06 

GaK -16151 Charcoal frorn茂竹沢遺跡

No. 2 8 S T Z S 1 22 

GaK-16152 Charcoal frorn茂竹沢遺跡

No. 3 8 S T Z S X 27 

GaK -16153 Soil frorn茂竹沢遺跡

No.4 8 S T Z Skp36 

GaK -16154 Charcoal frorn茂竹沢遺跡

No.5 8 S T Z S P 199 

第 2節指標テフラの検出

年代(1950年よりの年数)

2450土 80

500 B. C. 

3840土 100

1890 B. C. 

3140土 110

1190 B. C. 

2840土 110

890 B. C. 

1050土 170

900 A. D. 

茂竹沢遺跡、は、横手盆地東縁に広がる山地を蛇行して流れる旭川左岸の段丘に位置する。遺

跡では、縄文時代および中世一近世の遺構・遺物が検出されているが、縄文時代の遺物の下位

より時代の特定できないブレイクも検出されている。したがって、遺跡周辺での人間の活動が

いつ頃から始まったのかは、今後の発掘成果によるところが大きい。この問題を考える襟に前
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標高(m)

121.0 

層
名

1I 

m 

lV 

V 

120.5一一一- VI 

vn 

VllI 

試
料
!畜採
位取

暗褐色土縄文時代前期および
i漁郊の遺物少量出土

11////FTq?訂き
褐色土(ローム)少量出土

21明褐色土(ローム)
副賞槌色土
コ(凝灰岩際多量混入)

41槌色土
斗(凝灰岩礁少量混入)

引

→女燈色土
引(シルト質粘土)

り灰白色土
副(シルト質粘土)

提となるのは、遺跡の立地するところの地形発達

史である口遺跡のあるところは、現在では河床よ

りも高い段丘上にあり、洪水時にも冠水すること

はないが、このように段丘化した年代を知ること

は遺跡周辺の人間活動の控史を考察する上での一

つの指標となる。

本報告は、段丘上に堆積する地層より降灰年代

の知られている指標テフラを検出することにより、

地層の堆積年代を推定し、段丘形成を考察する際

の情報を提{共する。

120.0一一一
よる。 1 試料

試料は、 LS 53グリット杭付近に作成された地
第32図 L853グリッド杭付近テフラ検出

資料採取地点の摸式柱状図 層断面より採取された。作成された地騒断面は発

掘調査担当者により地表から下位に向かつて I層から理層まで区分された口 I層は地表直下の

表土層、 E層は暗褐色土層とされ縄文時代前期および晩期の遺物が少量出土、困層は褐色土層

とされ時期の特定できないブレイクが出土、 N層は明褐色土層、 V層は黄程色土、 VI層は桂色

VI[層は黄樟色土、VsI層は灰白色土とされている。このうち、分析持の観察により、回層お

よびN層はかなり粘土質の褐色火山灰土いわゆるローム層であり、 V層およびVI層はやや円磨

した黄灰色の凝灰岩磯(添付された層相記載には軽石とされていた)を多量あるいは少量含む

シルト質粘土層であり、VI[層および噛層も記載にある色を呈する粘土層であることがわかった。

試料は、 E層から噛層まで厚さ10cmで、連続して試料番号 1から10までの10点が採取された。各

試料の採取層準を第32図に示す。

2 分析方法

適量の試料を蒸発血にとり、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により分散、上澄み

を流し去る口この操作を繰り返し、得られた砂分について実体顕微鏡下で観察し、テフラ本質

物質である軽石、スコリア、火山ガラス、遊離結品などの産状を調べる。さらに、ガラス質の

テフラが検出された場合、火山ガラスの屈折率を測定する。測定方法は新井 (1972) の浸液j去

による。以上の結果より試料となったテフラの同定を行う。

3 分析結果

( 1 )各試料の砂分の状況

試料番号 lおよび2には、中量の火山ガラスが含まれる。火山ガラスは、 j炎褐色を呈するあ

まり気j包を持たない塊状の形態のものが多く、他に発泡した軽石状のものや薄い板状のいわゆ
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るバブル型のものが混在する。これらの試料中には、多量の長石粒が含まれる火IUガラスと同

じテフラに由来する長石粒を区別することはできない。また重鉱物の遊離結晶もほとんど認め

られなし'0

試料番号3と4には、上記と同様の火山ガラスが極めて微量含まれるほかは、上記の試料と

ほぼ同様の状況を示す。さらに試料番号 5-10までの 6点は火山ガラス、軽石、スコリアが

全く含まれず、ほとんど長石粒から構成される口

( 2 )屈折率の測定

試料番号 1および2より、火山ガラスを手選し、測定を行った。測定結果は両試料とも問様

の佑を示し、測定レンジは n1.501-1.507、モードは n1.503 -1. 505であった。

ヰテフラの思定

試料番号 Iおよび2に含まれる火LL!ガラスは、同一のテフラに由来する。このテフラは、

跡の地理的な位置、火山ガラスの産出層位と形態および屈折率から、十和田八戸テフラ

(To-HP :町田ほか， 1984)である可能性が高し」

To-HPは、今から約1.0-1.3万年前に十和田カルデラより噴出したとされている。このテ

フラの噴火は、はじめは湖水を巻き込んだ火山灰や軽石を噴出する大規模な噴火であったが、

やがて大規模な火砕流噴火へと移行した。これまでに確認された火山灰や軽石などの降下火砕

物の分布は、十和田カルデラから広く南北方向に広がっているが、東に主軸があることから遺

跡付近ではまだ確認されていない(日本第四紀学会， 1987)。しかし、本遺跡のように土壌中

に混交してしまうような細粒物は確認が困難であるし、また同著にある火砕流の分布範囲は遺

跡より jヒへ約30Kmのところまできており、火砕流が発生した際に舞い上がった細粒物が本遺

跡までおよんでいることも充分に考えられるのである D したがって、これまでの分布範聞から

はずれる本遺跡からTo-HPに由来する火山ガラスが検出されてもよし'0

5 遺跡の載る段丘の形成年代について

本遺跡周辺の旭川沿いには、最終氷期に形成された段丘が分布するとし寸記載がある(日本

第四紀学会)。しかし、ここで引用した最終氷期の年代は約 6万一 1万年前という設定がされて

いることから、それ以上の詳細な段丘の形成年代についてはほとんとミわかっていない。

本分析で対象とした地層断面の層相から、本遺跡の載る段Eは、多量の凝灰岩礁が堆積するよ

うなV層が形成されるまでは河川による影響を受けていたが、 N層以降は次第に乾陸化して増水

時ーにも冠水することがなくなったと考えられる。 To-HP火山ガラスは、 N層中に含まれ、それ

より下位にはほとんど含まれないことから、 N層の堆積年代は、 To-HPの降灰年代に近いと

えられる。したがって、遺跡の載る段丘が河川の影響を受けなくなったのは吉くとも 1万3

前以降であると推定される。また、時期の特定できないブレイクが検出された覇属にもTo-HPの
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火山ガラスが含まれることから、この遺物の年代もTo-HPの降灰年代の頃で、あろうと考えられる。

第3節樹種の同定

中世末一近世に作られたと考えられている建物に使用された柱材の樹種鑑定を行う。

1 試料

試料は、中世末~近世と見られる SK 16から出土した坑材(試料番号11) と、 P198・44か

ら出土した建物の柱材(試料番号12，13) と考えられる 3点である。

2 方法

剃刀の刃を用いて、試科の木口・柾目・板自の 31主rr面の徒手切片を作製、ガム e クロラー jレ

で封入し、生物顕微鏡で観察・同定した。

3 結果

試料は、試料番号11がコナラ属コナラ亜属コナラ節の一種， 12がモクレン震の一種， 13がク

リにそれぞれ国定された(第 7表)。固定根拠とした主な解剖学的特徴及び一般的特徴などを

以下に記す。なお、一般的特徴などについては「木の事典第2巻，第4巻J(平井， 1979-1980) 

を参考にした。

番 検出遺構 用途 樹 種 名

11 S K 16 杭材 コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

12 P 198 柱材 モクレン属の一種

1 3 P 44 柱材 クリ

第7表材固定結果

e コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 (Quercussubgen. Lepidobalanus sect. Prinus sp.) 

ブナ科

環孔材で孔間部は 1~ 2列、孔閣外で急激に管径を減じのち漸減しながら火炎状に配列する。

は管壁は!享く、横断面では円形~楕円形、小道管は管壁は中庸~薄く、横断面では多角

形、ともに単独。単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状~網目状と

なる。放射組織は向性、単列、 1~20細胞高のものと複合組織よりなる D 柔組織は周闘状およ

び短接戦状。柔細胞はしばしば結晶を含む。年輪界は明瞭。

コナラ節は、コナラ亜属(落葉ナラ類)の中で、 (しミわゆるドングリ)が1年目に熟す

るグループでモンゴ 1)ナラ (Quercusmongolica) とその変種ミズナラ (Q.mongolica 

var.grosseserrata)、コナラ (Q.serrata)、ナラガシワ (Q.aliena)、カシワ (Q.dentata) とい
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くつかの変品種を合む。モンゴリナラは北海道・本州(丹羽地方以北)に、ミズナラ・カシワは

北海道・四国・九州に、ナラガシワは本州(岩手・秋田県以南) ・四国・九ナ1'1に分布する。コ

ナラは樹高20mになる高木で、古くから薪炭材として利用され、植栽されることも多かった。

材は重硬で、加工は困難、器具・機械・樟材などの用途が知られ、薪炭材としてはクヌギ

(Q. acutissima) に次ぐ優良材である。枝葉を緑肥としたり、虫えいを染料とすることもある 0

・クリ (Castanea crenata) ブナ科

環孔材で孔園部は 1-4列、孔圏外で急激に管径を減じのち漸減しながら火炎状に配列する口

大道管は単独、横断面では円形ー楕円形、小道管は単独および2-3個が斜(放射)方向に

複合、横断面では角張った楕円形一多角形、ともに管壁は薄い。道管は単穿孔を有し、壁子しは

交互状に配列、放射組織との間では柵状~網呂;1犬となる。放射組織は向性、単列、 1-15細

胞高口柔組織は周囲状および短接線状口年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部・本州・四国・九州、!の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。

材はやや重硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高し 1。土木・建築・器具ー

家具・薪炭材、補木や海苔粗采などの用途が知られている。樹皮からはタンニンが採られ、果

実は食用となる。各地の遺跡からの出土例の多い樹種の一つである。

・モクレン属の一種 (Magnoliasp.) モクレン科

散孔材で管壁厚は中庸一薄く、横断面では角張った楕円形~多角形、単強および2-4個が

放射方向に複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は段階状~対列状に配列、放射組織との間で

は網目状~階段状となる。放射組織は異性H型、 1-2細胞幅、 1-40細胞高。柔組織はター

ミナル状。年輪界は明瞭。

モクレン属は、ホオノキ (Magnoliaobovata)、オオヤマレンゲ (M.sieboldii)、タムシパ (M.

salicifolia)、コブシ (M. kobus)、シデコブシ (M. stel1ata) の5種が自生する。ホオノキー

コブシは北海道から九州の適潤一湿性地に生育するが、コブシは西日本にはやや少なし=。タム

シパなどは産地が限られたり、稀であったりする口ホオノキの材は軽軟で、割裂性が大きく、

加工は極めて容易で欠点が少ないことから、器具・建築・家具・建具材などのほか、指物・木

地・下駄歯・刃物鞘など特殊な用途がしられている。また木炭は金・銀.wl司ー漆器の研磨に用

しミられ1こD

コブシの材は、ホオノキに似るがやや硬く、ホオノキより劣るものとされ、ホオノキに準じた

使われ方をする。

4 考察

杭材はコナラ節、柱材はモクレン属とクリであった。このうち、クリは耐朽性が高いため、

柱穴等にそのまま埋めても腐りにくい。また耐久性等の強度も高いため、柱材としては優れた

材と言える。出土例も多く、東北地方では黒石市板留遺跡(嶋倉， 1978)，八戸市韮窪遺跡 (1嶋
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， 1983)等で大量にクリが出土している。今回の結果は、青森県で行われてきた結果とは一

致している。秋田県ではこのような調査例が少ないため、青森県の傾向がそのまま秋田県にも

当てはまるのか明確ではなし'¥0 今後さらに資料を蓄積していくことが必要であろう。また、花

粉分析等を用いた周辺植生の検討も併せて行う必要がある。

モクレン属は、これまでに柱材としての出土例が少ない樹種である。島地・伊東(1988) の

統計によると、モクレン属の柱材は青森県黒石市高舘遺跡(島倉， 1978) で4点同定されてい

るのみである。また、建築部材とはされていないが、黒石市板留遺跡の第 7号住居跡からはホ

オノキ?とされる丸太や板材が出土している(島倉， 1980)。これらは、同じ東北地方という

ことで共通性があるが、これらの例は、いずれも平安時代とされており、中世一近世とされる

茂竹沢遺跡よりもやや古い。したがって、両者を比較することは簡単にはできず、モクレン属

の柱が東北地方において一般的な用材であったのか、それほど一般的な用材ではなかったのか

現段階では判断できない。秋田県では材向定の資料がまだ少なく、今後さらに資料数を増やし

検討する必要がある。

杭材はコナラ節であった。島地・伊東 (1988) をみると、コナラ節の杭材は時代、地域を間

わず出土例が多し玉。杭材のような木製品に使用される木材は、はるばる遠方から運ばれてきた

ことは考えにくく比較的遺跡周辺で入手し易い樹木の中から選択したと考えられる。コナラ節

の樹木は現在二次林として九州一北海道まで見ることができ、武蔵野の雑木林のように古くか

ら薪炭林として維持・管理されてきたものもある。本遺跡周辺で武蔵野のような維持・管理が

行われていたかは断言できないが、少なくとも遺跡周辺で普通に見ることができた樹種であっ

たと思われる。
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整地地業地の変遷

第 5章まとめ

調査では縄文時代の12遺構と、中世から近世の486遺構を検出した。後者には削平・盛土に

よる整地地業跡や453基の柱穴を含んでいる口また、それぞれの時代の遺物が合わせてコンテ

ナで15箱出土した。

縄文持代の時期が明らかな遺構としては、後期の竪穴住居跡が2軒検出されており、この時

期に小さな集落が形成されている。 2軒の竪穴住居跡はともに作り替えが認められ、また出入

り口施設と考えられる楕円形のピットも検出されている。遺物は少量づっではあるが前期以降

晩期までの各時期の土器が出土しており、またB区ではまとまって出土した剥片や石核に接合

資料もある。この剥片の出土層位の一部は褐色で地山と判別の難しい所もあるが、こうした状

況は近年同じ原因で発掘調査されている山内村内の小田町・虫内直遺跡などと共通した特鍛で

あり、石器群についても遺跡関での遺物の接合関係の調査などを含めて今後検討されなければ

ならない点である口

中世から近世の遺構には整地地業跡、石垣状遺構 3基、溝跡14条、柱穴453基及びそれから

想定される建物跡4棟、柱列 1条、土坑6基、石敷遺構1基、集石遺構5基がある。これらの

遺構のうち、石垣状遺構は盛土地業南端の土留用として、溝跡は主に排水用として直接的に整

地地業に関連すると考えられる遺構である。またこの整地地業地には453基の柱穴による建物

や柱列があり、石敷遺構や土坑のいくつかについてもこの建物と関連した遺構と考えられる。

5基の集石遺構の内、 SQ05は地山i擦の集石遺構であり整地地業に伴うものと考えられた。ま

た残る 4基は河原石を用いた遺構であり、積石塚状の SQ02・04とi擦の上面が平坦になるよう

に組まれたSQ03・28がある口前者は磯群に混じって出土した陶磁器やSQ09との重複状況か

ら建物跡より新しく位置付けられる。また、後者の SQ28についても SB01との重複から建物

より新しい遺構と考えられる。以下では整地地業と関連の深い石垣状遺構と講跡の変遷を整理

することを通して、整地地業地の変遷を検討しまとめとする。

整地地業地の変遷

石垣状遺構は SQ09・10・26と3基検出されたが、 SQ09・26には違いが明瞭に識別される盛

が各々に伴っている。この盛土層と遺構との関係から、 SQ26よりも SQ09が新しい。また

S Q09は3カ所の部分からなるが、 SQ09 a . bとはややズレる SQ09 cがあることから SQ09 

内にも変遷のあった可能性がある。 SQ 10と他の 2基との関係は不明瞭であるが、 SQ10がSQ09 

の北側を補うような位置にあることから、 SQ10がSQ09と同時かもしくは新しい段階のもので
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ある事を示唆している。なお、溝跡ではあるがSD44もSQ09・26と平行する遺構で、 SD44 

が盛土整地層の下で検出されたことから、 SQ 09 . 26より古い同様の性格の遺構であった可能

性もある口以上のことから、整地地業地の南東側は SD44→ S Q26→ S Q09・10という変遷が

とらえられ徐々に南東方向に整地範囲を広げていることがわかる D また SQ26から SQ09への

変遷は、その盛土層の厚さと広さから大規模な削平を伴っていたものと考えられる。

溝跡、は14条検出されている。斜面途中や整地地業地の縁辺に設置されたこの遺構は、浸み出

てくる水に対する手だてとして構築された遺構と考えられる。切り合いから変遷のとらえられ

るのは 5カ所である。整地範囲の北西側の SD 12・13では SD 12が新しし'0S D 14はMF'M 

G46グリッド付近では3時期あり、 SD 14 e→ c→ dの}Il買に新しし'0S D 37 . 38では SD 38が

新しい。 SD42は、 ME45グリッドでSD39・40を、 MD46グリッドでSD41・43を切ってい

る。また、黒色の盛土整地土と溝の縁石から整地範回の北西辺では、最終的に SDll・13より

S D 14が新しく、 MG46グリッド付近では SD 14がSD 15より新しい。以上のことと全体の配

を考え合わせると、整地地業地の北半では、 I期 SD 15・40から、立期 SD 13・14c・

39・14東端 .41南半、そして盛期 SDll・14e・37・41・43、さらにN期 SD 14西側.14 

d .38・42という変遷が考えられる。なお SD 12についてはrr.阻期間に、また SD43は血-

N期間のものと考えられる。この溝跡のI-N期と南東側の変遷との対ー応はI期と SD44、H

期と SQ26、III.N期と SQ09・10と考えられる。以上の整地範囲全体の変遷を第33図に示す。

この整地地業地に建てられた建物については、整地地業に変遷のあること、柱穴に切り合い

があることから建物にも変遷があったものと考えられる。しかしここでは柱穴の多さから十分

な検討ができなかった。付図 1には推定される建物4棟と塀と考えられる柱列 1条を示した。

SB01・02は位置と SQ09との関係から門になるものと考えられる。また、 SB 04は地業地内

の中心となる建物である。建物の南西側は調査区外に伸びているが築行4問、桁行5聞を中心

とする立派なものである。柱穴の掘り方内から出土した陶器が16世紀前半~中頃のものであり、

この建物より新しい集石遺構が18世紀以降に位置付けられる事ーから、この建物の年代について

は16世紀の中頃以降18世紀の間と考えられる。また建物自体の性格については、出土遺物等に

も検討する手掛かりがなく、不明である。しかし遺跡の位置から、この建物跡が菅江真澄の指

摘する「寺ノ跡J にあたるものと考えられ、真澄が19世紀の初めに山内村を訪れた際には「い

かなる寺とも古老の{云えもなLJとなってしまったのであろう口

柱穴から推定される建物とその性格については今後さらに検討される必要があるが、中世末

から江戸時代に位置付けられるこの遺構群については、戦国時代に県南部に勢力をもった小野

寺氏との関係も合め、当該時代の歴史を具体化していく良好な資料であるD
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あとがき

調査では、菅江真澄の記述にある建物跡が検出された。この建物跡は出土遺物などから中世

末~近世前期のものと考えられる。中世の横手・平鹿地方には戦国大名の小野寺氏がいた口本

遺跡の東側には皿木館があり、本遺構も小野寺氏に関連したものである可能性がある。本報告

書では建物自体の検討が不十分であり、具体的な建物の性格や小野寺氏との関連については今

後の検討課題である。

調査を行ったのは平成 3年夏から秋であるが、翌年の 3月には秋田大学で中世史を教えてこ

られた遠藤巌先生が宮城教育大学へ転任された。遠藤先生が秋田の中世史研究に指導的役割を

果たされた19年間は、秋田県の中世史研究にとっては一つの画期となるできごとであるように

思われる。私は大学時代に遠藤先生に歴史学を指導していただいた。自分の努力不足で、指導

していただいたことを十分に身につけているとはいえないが、先生が秋田を去られる年にこの

遺跡の調査にあたったのも不思議な巡り合わせのように思われる。

発掘調査から整理作業をとおして報告書という形になるまでの間には実に多くの人々がかか

わっている。調査区の草刈や切り株の除去に始まり、報告書の原稿・版下が割り付けされるま

でには様々な苦労や工夫がある。今回は、特に報告書の版下の作成にあたって、整理作業員の

方々に主体的に取り組んでいただいた。作業に係わったすべての方々の代表として、報告書作

成作業に携わった整理作業員さんの名前を掲載し、皆様に心から感謝申し上げる次第です。

報告書作成に携わった整理作業員さん

佐藤せい子・鈴木孝子・町田京子・森元京子
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